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制
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仲
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一
、
約

定
列
挙

二
、
十
年
毎

の
約
定
総
数

及
び
そ

の
内
諜

三
、
各
當
事
國
別
擬
察

(
以
上
前
號
)

四
、
洲
別
観
察

五
、
傳
播
経
路

概
要

第

四
箭
日

結

論

(
以
上
本
號
)

四
、
洲
別
観
察

個
別
的
仲
裁
裁
判
に
於
て
は
単
一
國
家
で
あ
り
な
が
ら
他
の
諸
大
陸
叉
は
諸
洲
ご
並
べ
て
格
別
に
取
扱
ふ
こ
と

を
必
要
と
す
る
程
の
重
要
性
を
示
し
た
英
國
は
、
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
分
野
に
お
い
て
は
、
前
項
の
當
事
國
別
観
察

に
於
て
見

た
如

く
、
そ
れ
程
の
重
要
性
を
有
し
な
く
な
つ
て
ゐ
る
。
併
し
な
が
ら
爾
種
の
制
度
、
即
ち

個
別
的
仲
裁
裁
判
ご
制
度
的
仲
裁
裁
判
ご
の

比
較
考
察
を
爲
す
場
合

の
便
宜
の
江
め
に
、
本
節
に
於
て
も
前
節
の
例

に
傲
つ
て
、
こ
れ
を
特
別
の

一
単
位
と
し
て

取
扱
ふ
こ
と
、
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。
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仲
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概
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仲
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〇
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八
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三
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五

」

二

二

一

○。
一

一
三

二

=
瓢一

○O

右

の
表
及
び
左

の
第

二
表
中
約
定

延
敷
と
は
各
國
夫

々
の
参
加

し
た
る
約
定
撒

の
総
和
で
あ
リ
、
約
定
實

数
と
は
約

定
延
敏
中
に
含
ま
る
工
約
定
に
し
て
重
複
し
た
る
分
を
延
数

よ
り
控
除
し

て
得
た
数

で
あ
る
。
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六
四

(
・
)

第

二
表

(條
欺

一
五
、
條
約
三
、
計

一
八
ヶ
の
多
邊
的
約
定

に
つ
き
)

洲

名

亜

米

利

加

大

英

國

駄

羅

巴

亜

細

亜

阿

弟

利

加

大

洋

洲

當
事
國
数

約

定

延

数

総

数

二
〇

七
七

一

六

二
〇

二

〇

五

一
五

五

八

四

四

條

款

一
條

約

六
〇

一
七

五

九

一

一
九

一
〇

王

八

○

四

○

約

定

實

撒

総
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七六七六四一

條

款

一
條

約

一
四

三

五

一

六

一

五四

○

一

○

第

一
表
に
於
て
現
は
れ
た
こ
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
前
世
紀
の
制
度
的
仲
裁
裁
判
を
そ
の
約
定
数

の
関
係

に
於
て
指
導
す
る
地
位
に

あ

つ
た
も
の
は
亜
米
利
加
大
陸
で
あ
つ
て
、
隊
羅
巴
大
陸
が
之
に
次
い
で
ゐ
る
。
即
ち

前
者
は
後
者
と
當
事
國
数

に
於
て
殆
ん
ざ
差

.

な
く
し
て
約
定
延
数
に
於
て
後
者

の
一
倍
半
弱
、
實
数

に
於
て
は
殆

ん
ご
二
倍
に
近
か
ら
ん
と
し
て

ゐ
る
。
而

し
て
延
数
と
實
数
と

に
つ
い
て
爾
大
陸
間
に
こ
の
割
合
の
差

(即
+り實
敏

に
於
て
敵
羅
巴
大
陸

に
優
る
亜
米
利
加
大
陸
が
、
當
事
國
数
の
幾
分
多
い
の
に



拘
ら
す
、
延
数

に
於
て
は
前
者
に
劣
る
事
實
)
を
生
じ
た
源
泉
は
多
邊
的
約
定
が
欧
羅
巴
の
側
に
異
常
に
多
い
事
實
に
あ
る
。
し
か

も
そ
の
多
邊
的
約
定
は
、
第
二
表
に
示
す
如
く
、
多
く
は
條
欺
で
あ
つ
忙
。
多
邊
的
條
欺
敏
の
多
い
事
は
却
つ
て
堅
實
性
こ
い
ふ
観

貼

に
於
て
価
値

が
低
下
す
る
も
の
あ
り
ご
認
め
得
ら
る
曳
事
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
に
於

て
第

一
表
の
爾
大

陸
約
定
延
数
及
び
實
数

よ
b
第
二
表
の
夫

々
の
数
を
減

じ
て
両
者

を
対
比

し
て
見
れ
ば
、
爾
大
陸
の
制
度
的
仲
裁
裁
判
に
於
け
る
債

値

の
差
異
を

一
暦
近
似
的
に
知
る
事
が
出
來
る
。
此
の
観
点

に
於
て
、
亜
米
利
加
大
陸
諸
國
の
約
定
し
九
二
邊
的
約
定
は

の
約
定
延
敬
、
及
び

の
約
定
實
数
で
あ
り
、
欧
羅
巴
大
陸

の
夫
は
約
定
延
数

に
於
て

約
定
實
敏

に
於
て
は

で
、
延
数

に
於
て
前
者
は
後
者
の
二
倍
強
、
實
数
に
於
て

一
・
七
倍
弱
の
比
を
示
す
こ
と
に

な

る
。
叉
第

一
表

に
よ
る
夫

々
の
大
陸
各
國
の
平
均
締
約
数

(
郎
ち
約
定
延
数
を
當
事
國
の
数
を
以
て
除
し
た
商
)
は
、
欧
羅
巴
大
陸

に
あ
つ
て
は
即
ち

約

一
一
ヶ
、
亜
米
利
加
大
陸

に
あ
つ
て
は
即
ち

約

一
四
ケ
で
あ
り
、

第
二
表
の
数

を
差
引
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
前
者
に
於
て
は
即
ち

六
ケ
弱
な
る
に
対
し
、

後
者
で
は

即
ち

一
一
ケ
弱
に
達
し
て
ゐ
る
。

殊
に
は
更
に
條
約

形
式
に
つ
い
て
は
、
第

一
表
延
数
全
盟
に
於
い
て
後
者
の
前
者
に
対
す

る
比
即
ち

一
倍
半
以
上
の
数
を
示

し
、
實
数
に
於
て

は

即
ち
五
倍
弱
に
及
ん
で
ゐ
る
。
こ
の
場
合
第

一
表
よ
り
第
二
表
の
分
を
引
去

つ
て
同
様
比
較
し
て
見
れ
ば
、
延
数
に
於
て
は

即
ち

丁
度
八
倍
、
實
数
に
於
て

郎
ち
六
倍
弱
の
比
を
見
る
。
叉
條
約
形
式
に
つ
い
て
の
各
國
平

均
締
約
数

に
於
て
は
、
第

一
表
の
み
に
あ
つ
て
は
、
亜
米
利
加
大
陸
各
國
は
即
ち

一
・
五
ケ
を
締
約
し
、

欧
羅
巴
大
陸
諸
國

は
即
ち

一
ケ
強
で
あ
り
、
第

一
表
よ
り
第

二
表
関
係

の
分
を
引
去
つ
た
場
合
の
両
者

の
比
は

郎
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六
六

ち
七
倍
強
で
あ
る
。
か
く
し
て
亜
米
利
加
大
陸

は
欧
羅
巴
大
陸

に
謝
し
、
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
範
囲

内
に
於
て
、

一
暦
重
要
な
地
位

を
占
め
て
ゐ
忙
事
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

他
の
諸
大
陸
叉
は
洲

に
於
て
は
、

亜
細
亜
洲
が
総
激
に
於
て
右
爾
大
陸
の
約
十
分
の

一
叉
は

そ

れ
以
下
の
数

を
保
つ
の
み
で
あ

る
。
勿
論
独
立

國
、
叉
は
封
當
の
独
立
國
こ
し
て
列
國
の
取
扱
つ
忙
國
家
の
数
が
欧
洲
諸
悩
の
侵
蝕
の
爲
に
少

か
つ
江
事
實
が
あ
る

の
で
、
総
数

の
多
少
を
以
て
大
陸

の
制
度
的
仲
裁
裁
判
上
の
価
値

を
直
ち
に
論
じ
難
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
少
数
の
独
立
國
の
各

國
平
均
締
約
数

は
或
程
度
右
の
価
値

を
判
断
す
る
基
礎
と
な
り
得
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
ご

の
場
合
で
も
亜
細
亜
大
陸
諸
國

は
漸
く
平
均
四
ヶ
弱
の
締
約
数
を
示
す
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
の
多
数
は
多
邊
的
條
欺
に
蹄
す
る
も
の
で
あ
る
。
阿
弗
利
加

大
陸
、
大
洋
洲
諸
邦
も
亦
之
ε
同
様
微
々
と
し
て
振
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
之
等
の
諸
大
洲
に
比
す
れ
ば
、
英
國

は
尚
ほ
相
當
の
重

要
性
を
維
持
し
て
ゐ
る
と
認
む
べ
き
で
あ
る
。

次
に
第
二
表
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
亜
米
利
加
大
陸
と
欧
羅
巴
大
陸
と
の
比
は
、
約
定
延
敏
に
於
て
は
後
者
が
は
る
か
に
優
つ
て
ゐ

る
。
即
ち
後
者
は
前
者
の
約

一
倍
半
に
近
い
数
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
實
質
的
価
値

の
観
点

に
於
て
は
、
之

は
大
燈
條
歎
数

の
多

少
に
反
比
例
し
、
叉
は
條
約
形
式
の
多
少
に
正
比
例
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
結
局
約
定
實
数

に
つ
い
て
之
を
考

へ
て
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
方
面
か
ら
す
れ
ば
、
総
数
に
於
て
亜
米
利
加
大
陸
は
敵
羅
巴
大
陸
の
約

二
倍
半
を
持

し
、
條
約
数

は
三
倍

で
あ
る
。
而
し
て
後
者
に
於
て
約
定
實
激
が
極

め
て
少
く
し
て
延
数
が
非
常
に
多
い
事

は
、
約
定
の
多
邊
性
に
於
て
優

つ
て
ゐ
る
こ

ご
を
意
味
す
る
。
即
ち

駄
洲
諸
國
の
滲
加
し
九
約
定
が
亜
米
利
加
大
陸
諸
國
の
参
加
し
た
約
定
よ
り
も

一
暦
多
邊
的
、
普
遍
的
で
あ



っ
九
事
を
意
味
す
る
。
即
ち

一
ヶ
の
約
定
に
参
加
し
九
夫
々
の
大
陸
諸
國
平
均
数
は
延
数
を
實
数
で
除
し
忙
商
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る

が
、
之
に
よ
れ
ば
総
数

に
つ
い
て
は
、
亜
米
利
加
大
陸
が

即
ち
約
五
ヶ
國
粥
を
集
め
て
ゐ
る
に
反
し
、
欧
羅

巴
大
陸
は

帥

ち
約

一
六
ヶ
國
を
集

め
、
條
欺
に
於
て
は
前
者

約
四
ヶ
國
強
に
対
し
、
後
者
は

-
即
ち
一
五
ヶ
國
強
、

條
約
に
於
て
は

前
者
の

の
六
ヶ
國
弱
に
対
し
、
後
者
よ

即
ち
實

に

一
九
ケ
國
を
集

め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
唯
欧
羅
巴
大
陸
諸
國
の
滲
加
し

た
約
定

の
こ
の
普
遍
性
は
、
殊
に
條
欺
に
於
て
堅
實
性
に
乏
し
い
處
あ
る
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
然
し
概

し
て
言

へ
ば
、
右
の

事
實

は
欧
羅
巴
大
陸
が
か
N
る
普
遍
的
國
際
團
羅
組
織
化
に
向
つ
た
の
に
対
し

て
、
亜
米
利
加
大
陸
は
比
較
的
狭
い
範
囲

の
近
縁
に

順

つ
て
、
そ
こ
に
特
殊
的
國
際
團
罷
組
織
化
の
道
を
選
ん
だ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
、
こ
の
點

は
次
の
諸
大
洲
内
部
並
に
諸
洲
間
關

係
的
考
察
に
於
て

一
暦
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
鼓
に
注
意
す
べ
き
は
、
鰍
洲
大
陸
諸
國
聞
の
関
係

し
た
右
の
唯

一
の
多
邊

的
條
約
が

へ
ー
グ
の
國
際
紛
争
の
平
和
的
処
理

に
閣
す
る
條
約
で
あ
る
こ
ざ
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
主
ご
し
て
欧
羅

巴
大
陸
の
諸
國
を

殆
ん
ざ
網
羅
し
得
九
事
は
、
正
に
十
九
世
紀
末
に
至
つ
て
欧
洲
を
同
世
紀
の
制
度
的
仲
裁
裁
判
史
上
に
極
め
て
意

義
深
き
地
位
に
高

め
る
に
至
つ
た
も
の
と
言
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
。
亜
細
亜
大
陸
以
下
の
諸
洲
、
殊
に
大
洋
洲
は
そ
の
約
定
し
た
制
度
的
仲
裁
裁
判
の

大
部
分
叉
は
全
部
を
多
邊
的
約
定
、
し
か
も
主
と
し
て
條
歎
形
式
に
於
て
有
し
、
そ
の
激
も
極
め
て
少
い
。
之
に
対
し

て
英
國
は
策

二
表

に
於
て
、
多
邊
的
約
定
の
實
敷
関
係

に
つ
い
て
は
全
亜
細
亜
大
陸
と
同

一
数

を
示
し
、
且
つ
第

一
表
に
於
て
は
後
者
に
対
し
約

一
倍
半
の
超
過
を
見
せ
て
ゐ
る
が
故
に
、
数

の
上
か
ら
も
、
叉
そ
の
設
け
た
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
堅
實
性
の
上
か
ら
も
、
全
亜
細
亜

大
陸
、
從
つ
て
叉
阿
弗
利
加
大
陸
及
び
大
洋
洲
に
対
し
て
も
優
つ
て
ゐ
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。

第

十
九
世
紀
國
際
仙
温裁
裁
判

の
形
式
約
研
究

六
七



法

政

・研

究

第
九
巻

第
二
號

六
八

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
大
観
す
れ
ば
、
十
九
世
紀
中

に
於
け
る
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
観
點

、
從
つ
て
國
際
團
體

組
織
化
の
観
貼
に

於
て
、
亜
米
利
加
大
陸
の
方
が
欧
羅
巴
大
陸
に
比
し
て
、
普
遍
性
に
於
て
失

ふ
ご
こ
ろ
を
堅
實
性
に
於
て
得
て
來
た
観
あ
り
、
乱
っ

全
盟
の
激
に
於
て
は
る
か
に
優
れ
て
ゐ
忙
ε
い
ふ
事
が
禺
來
る
。
叉
英
國
は
そ
の
間
に
介
在
し
て
相
當
の
重
要
性

を
有
し
て
ゐ
る
。

他
の
諸
大
陸
叉
は
洲
は
殆
ん
ご
見
る
べ
き
程
の
重
要
性
は
な
い
。
か
く
し
て
強
い
て
之
等
諸
大
洲
問
に
重
要
性

の
順
位
を
設
く
る
と

す
れ
ば
、
十
九
世
紀
全
膣
と
し
て
見
れ
ば
先
づ
亜
米
利
加
大
陸
、
次
に
欧
羅
巴
大
陸
、
英
國
、
亜
細
亜
大
陸
、
阿
弗
利
加
大
陸
、
大

洋
洲
ざ
い
ふ
順
序
に
な
る
で
あ
ら
う
。

乙

諸
洲
内
部
並
に
洲

(
及
び
英
國
)
聞
関
係

別
槻
察

こ
の
場
合
に
も
約
定
総
数
の
観
点

か
ら
の
み
な
ら

す
、
之
を
條
欺
形
式

及
び
條
約
形
式
に
分
つ
て
之
が
分
布

・
獲
展
の
歌
況
を
観
察
す
る
。

(
イ
)
全
体

的

観

察

①

洲
内
部
に
於
け
る
約
定
實
数

⑥

亜
米
利
加
大
陸
諸
國
間

㈲

敏
羅
巴
大
陸
諸
國
問

①

亜
細
亜
大
陸
諸
國
聞

㈹

阿
弗
利
加
大
陸
諸
國
間
1
ー
-無
し
。

紛

大
洋
洲
諸
國
欄
i
i

無
し
。



③

洲
聞
関
係
に
於
け
る
約
定
實
数

⑥

亜
米
利
加
大
陸
ε
英
國
こ
の
聞

㈲

亜
米
利
加
大
陸
と
激
羅
巴
大
陸
ε
の
聞

①

英
國
ε
欧
羅
巴
大
陸
と
の
聞

働

亜
米
利
加
大
陸
ε
亜
細
亜
大
陸
と
の
間
ー

無
し
。

①

英
國
と
亜
細
亜
大
陸
ご
の
間
-

無
し
。

0ら
,

欧
羅
巴
大
陸
と
亜
細
亜
大
陸
と
の
間

②

亜
米
利
加
大
陸
と
阿
弗
利
加
大
陸
ご
の
間

㈲

英
國
ε
阿
弗
利
加
大
陸
ご
の
聞
i

無
し
。

…①

欧
羅
巴
大
陸
と
阿
弗
利
加
大
陸

ご
の
聞

⑦

亜
細
亜
大
陸
ε
阿
弗
利
加
大
陸
と
の
間
-

蕪

し
。

㈲

亜
米
利
加
大
陸
と
大
洋
洲
ご
の
間
-ー

無
し
。

の

英
國
と
大
洋
洲
ご
の
間
i

無
し
。

吻

隊
羅
巴
大
陸
ご
大
洋
洲
ε
の
間
ー
1
無
し
。

①

亜
細
亜
大
陸

ご
大
洋
洲
ε
の
間
ー
ー
無
し
。

④

阿
弗
利
加
大
陸
と
大
洋
洲
ご
の
間
-

無
し
。

③

三
大
陸
以
上
に
跨
つ
て
、
そ
の
司
法
的
組
織
化
を
企
圖
す
る
多
邊
的

(叉
は
普
遍
的
若
く
は
世
界
的
)
仲
裁
裁
判
約
定

第
十
九
世
紀
囲
【際
仙
四裁
藏
一判
の
形
式
的
研
究

六
九



法

政

研

究

第
「九
巻

第
二
號

'

七
〇

以
上
は
制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定
の
総
聡

に
亘
つ
て
、
之
が
地
域
的
分
布
歌
況
並
に
そ
の
発
展
状
態

を
見
仁
も
の
で
あ
る
が
、
別
に

十
九
世
紀
全
燈
を
通
じ
て
右
各
項
に
つ
い
て
の
総
計
を
表
示
し
て
比
較
に
便
な
ら
し
む
れ
ば

の
如
～
、
に
な
る
。

(
・
)

右
の
内
十
八
ヶ
の
多
邊
的
約
定
の
み
に
閣
す
る
観
察

((
イ
)
に
於
け
る
番
號
に
從
ふ
)

①
ノ
④

亜
米
利
加
大
陸
諸
國
間

①
ノ
他
の
項
は
歓
く
。

②
ノ
吻

亜
米
利
加
大
陸
と
欧
羅
巴
大
陸
ε
の
間

②
ノ
他
の
項
は
飲
く
。

③

三
大
陸
以
上
に
亘
る
も
の

④

亜
米
利
加
大
陸
、
英
國
、
敵
羅
巴
大
陸
間

㈲

亜
米
利
加
大
陸
、
英
國
、
欧
羅
巴
大
陸
、
亜
細
亜
大
陸
間

①

亜
米
利
加
大
陸
、
英
國
、
欧
羅
巴
大
陸
、
阿
弗
利
加
大
陸
間

。

㈲

亜
米
利
加
大
陸
、
英
國
、
敵
羅
巴
大
陸
、
亜
細
亜
大
陸
、
阿
弗
利
加
大
陸
聞

㈲

亜
米
利
加
大
陸
、
英
國
、
敵
羅
巴
大
陸
、
亜
細
亜
大
陸
、
阿
弗
利
加
大
陸
、
大
洋
洲
聞

な
ほ
右
各
項
に
關
す
る
多
邊
的
制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定
の
総
計
此
較
表



第

十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判

の
形
式
的
.研
究

七

一



法

政

研

究

第
九
巻

第
二
號

七
二



第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
鋼
の
形
式
的
研
究

七
三



法

政

研

究

第
九
巻

第
二
號

七
四



第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
酌
研
寵

七
五



法

政

研

究

第
九
雀

第
二
號

七
六



第

十
九
世
組
一國
際
仲
裁
卦
裁
判の
形
式
的

観
究

'

七
七



法

政

研

究

第
九
答

第
二
號

七
八



第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

七
九



法

政

研

究

第
九
巻

第
二
號

八
〇

前
掲
第
十
四
圖
及
び
第

二
十
二
圖
の
観
点

に
於
て
は
、
換
言
す
れ
ば
第
十
九
世
紀
全
般

に
亘
つ
て
の
制
度
的
仲

裁
裁
判
約
定
総
計
の

比
較
か
ら
し
て
、

諸
大
陸
叉
は
洲
の
内
部
並

に
之
等
諸
大
陸
叉
は
洲
の
間
の
関
係

各
項
を

そ
の
数
量
的
重
要
性
の
順
位
に
於
て
観
察
し

て
み
れ
ば
、

第
十
四
圖

に
於
て
も
、
第
二
十

二
圖
に
於
て
も
亜
米
利
加
大
陸
の
内
部
関
係

が
第

一
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
総
数

一
〇
五
を

算
し
、

前
に
掲
げ
た
甲
第

一
表

に
於
て
同
大

陸
諸
國
が
関
係

し
忙
約
定
實
数

の
三
分
の
二

以
上
を
占
め
、

之
だ
・け

の
約
定
を
同
大
陸
内

部

の
司
法
秩
序
建
設
、

從

つ
て
大
陸
國
際
團

膿
組
織
化
の
方
向
に
向
け
た

わ
け
で
あ
る
。

殊

に
就
中
條
約
形
式
に
於
て
九
を
算
し
、

し



か
も
そ
の
内
二
は
多
邊
的
條
約
で
あ
る
。
多
邊
的
條
約
と
し
て
は
、
第
二
十
二
圃
の
示
す
如
く
、
米
、
英
、
欧
、
亜
、
阿
に
亘
る

へ

ー
グ
條
約
を
除

い
て
は
唯
こ
の
二
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
が
亜
米
利
加
大
陸
内
部
に
限
局
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
叉
多
邊
的
條
歎
及

び
條
約
全
般
に
つ
い
て
見
て
も
、
亜
米
利
加
大
陸

は
第

一
位
を
占
め
、
し
か
も
前
掲
甲
第
二
表
の
約
定
實
敏
十

七
中
の
十

一
即
ち
三

分
の
二
を
大
陸
内
部
秩
序
確
立
の
方
向
に
用
ひ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
他
の
大
陸
内
部
関
係

に
目
を
韓
じ
て
見
る
と
、
激
羅
巴

大
陸
が
二
十
五
を
算
し
て
数
と
し
て
は
可
成
り
で
あ
る
が
、
然
し
そ
こ
に
は
條
約
形
式
全
く
な
く
、
且
つ
多
邊
的
條
欺
を
さ
へ
含
ん

で
ゐ
な
い
事
は
右
爾
圖
の
対
比

に
よ
つ
て
知
ら
る
」
如
く
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
そ
の
総
数
も
亜
米
利
加
大
陸

と
の
比
較
に
於
て
は

四
分
の

一
に
も
足
ら
な
い
。
欧
羅
巴
大
陸
組
織
化
が
如
何
に
薄
弱
で
あ
つ
た

か
を
示
す
。
英
國
を
隊
羅
巴
に
含
ま
し
て
、
圖
中
の
英

●
欧
間
関
係

の
項
を
併
せ
考

へ
て
も
、
七
ケ
の
條
欺
を
加
ふ
る
の
み
で
、
右
の
観
察
に
何
の
差
異
を
も
齎

さ
な

い
の
で
あ
る
。
亜
細

亜
大
陸
内
部
ほ

一
暦
貧
弱
で
、
辛
う
じ
て
日
本
ご
遅
羅
と
・の
問
の
仲
裁
裁
判
條
欺

一
を
算
し
て
両
国
間
友
好
関
係

を
象
徴
し
て
ゐ
る

に
過
ぎ
な
い
。廿
世
紀
の
今
日
以
後
東
洋
に
眞
に
團
羅
の
名
に
慣
す
る

一
大
組
織
を
成
立
せ
し
む
べ
く
要
望
し
つ
玉
あ
る
と
は
言

へ
、

こ
の
事
は

一
朝
に
し
て
成
し
途
げ
ら
る
べ
く
も
な
く
、
長
い
経
験
を
必
要
・こ
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
意
味

に
於
て
過
去

つ
た

一

世
紀
問
に
司
法
組
織
化
に
つ
い
て
、
此
の
如
き
微
弱
な
歴
史
し
か
持
た
な
か
つ
た
事
實
は
心
細

い
極
み
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
。次

に
二
大
陸
関
係

ご
し
て
は
米

・
欧
聞
関
係

が
第

一
位
を
占
め
、
第
十
四
圖
全
饅
に
於
て
も
米
大
陸
内
部
関
係

に
次
い
で
第
二
位

に
あ
る
。
且
つ
そ
の
内
に
は
二
箇
の
條
約

(但
し
無
批
准
)
を
含
み
、
叉
二
大
陸
関
係

ご
し
て
は
唯

一
の
多
邊

的
約
定
を
有

つ
て
ゐ

第

十
九
匿
紀
國
際
仲
裁
裁
判

の
形
式
的

研
究

八

一



法

攻

研

究

第
九
巻

第
二
號

へ
二

る
。
次
に
之
と
格
段
の
差
異
を
以
て
、
漱

・
阿
間
、
英

・
欧
間
、
欧

・
亜
間
圏
係
の
順
序
で
績
き
、
何
れ
も
二
邊
的
條
欺
を
有
す
る

に
過
ぎ
す
、
叉
之
に
次
ぐ
米

・
英
聞
閣
係

は
二
邊
的
條
約

一
箇

(
但
し
無
批
准
)
を
含
む
以
外
に
は
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
試
み
は
微

弱
で
あ
つ
た

事
が
,知
ら
れ
る
。

三
大
陸
以
上
に
亘
る
関
係

に
於
て
は
亜
米
利
加
大
陸
以
下
五
大
陸
を
集
め
得
九
唯

一
の
多
邊
的
制
度
的
仲
裁

裁
判
條
約
九
る

へ
ー

グ
の
國
際
紛
争

平
和
的
処
理

條
約
の
外
は
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
然
し
極
め
て
と
る
に
足
ら
な
い
程
度
で
は
あ
る
が
普
遍
的
國
際

法
團
體

の
司
法
的
組
織
化
の
運
動
が
あ
つ
た
事
は
認
め
得
る
。
唯
そ
の
實
質
的
価
値

は
次
の
磯
展
的
考
察

の
外
、
そ
れ
ら
の
内
容
的

研
究
を
侯
つ
て
明
か
に
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
上
第
十
四
圖
及
び
第
二
十
二
岡
を
手
が

玉
り
と
し
て
述
べ
九
こ
こ
ろ
は
、
十
九
世
紀
全
誰
を
通
じ
て
の
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
地

域
的
分
布
の
み
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
こ
の
空
間
的
考
察
に
時
間
的
展
開
の
契
機
を
加

へ
忙
第
四
圓
以
下
、
右
二
圖
を
除
く

他
の
諸
固
を
手
に
と
れ
ば
、
夫

々
の
地
域
的
関
係

に
於
け
る
本
制
度

の
消
長
の
跡
を
窺
ふ
こ
だ
が
出
來
る
。
而

し
て
制
度
的
仲
裁
裁

判
の
消
長

は
當
該
當
事
國
間
叉
は
地
縁
的
観
点

に
於
て
は
當
該
地
域
に
於
け
る
法
的
平
和
確
立
の
歴
史

の
消
長

で
あ
り
、
法
的
平
和

の
確
立
は
平
面
関
係

秩
序
よ
り
立
盟
的
関
係
秩
序

へ
の
韓
位
を
意
味
し
、
立
盟
関
係

秩
序
が
常
態
ε
な
つ
仁
曉

は
そ
こ
に
法
的
権
威

あ
る
眞
の
法
團
體

の
存
在
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
結
局
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
消
長
は
か
ゝ
る

團
麗
秩
序
の
具
現
に
向

ふ
運
動
叉

は
意
識
の
消
長
を
意
味
す
る
ご
言

へ
る
。
蓋
し
仲
裁
裁
判
は
眞
の
司
法
秩
序
に
移
る
前
過
程
九
る
事
は
國
内
司
法
法
史
ε
の
謝
比
に

於
て
學
者
の
認
む
る
と
こ
ろ
で
あ
り

(
ス
コ
ッ
ト
)
、
實
際
、
仲
裁
裁
判
が
平
等
の
主
騰

の
間
の
合
意
に
基
く
と
こ
ろ
に
平
面
関
係



秩
序

へ
の
依
存
関
係

を
持
し
つ
」
、
し
か
も
裁
判
制
度
自
誰
と
し
て
は
立
膿
関
係

秩
序
を
内
包
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
合
意
が
具

饅
的
事
件
附
託
に
先
立
つ
事
愈

々
遠
く
闇
接
的
こ
な
る
に
應
じ
て
、
即
ち
孤
立
的
仲
裁
裁
判
よ
り
制
度
的
仲
裁
裁
判

へ
、
任
意
的
仲

裁
裁
判
よ
り
義
務
的
仲
裁
裁
判

へ
、
叉
偶
設
的
仲
裁
裁
判
よ
り
常
設
的
仲
裁
裁
判

へ
と
進
む
に
つ
れ
眞
の
司
法
組
織
は
成
長
し
て
行

き
、
團
體

組
織
は
完
成
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
學
者
が
仲
裁
裁
判

を
以
て
國
際
聯
合
の
組
織
化
を
意
味
す
る
と
し
て
ゐ
る
の
も
こ

の
意
味

に
解
す
べ
き
で
あ
る

(
フ
リ
ー
ド
)。
而
し
て
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
場
合
に
於
て
は
、
具
.盟
的
紛
争

に
則
し
て
、
い
は
ビ
偶
然

的
に
の
み
國
際
團
.盟
の
組
織
化
に
役
立
つ
て
ゐ
る
個
別
的
仲
裁
裁
判
の
場
合
と
異
り
、

口
層
観
念
的
性
格
を
有
し
て
ゐ
る
。
即
ち
個

別
的
仲
裁
裁
判

(
一
暦
正
確
に
は
孤
立
的
仲
裁
裁
判
)
の
場
合
に
於
て
は
、
國
際
団
体

組
織
化
の
イ
デ
ー
を
直
接

的
源
泉
と
せ
す
、

具
体
的
紛
争

の
解
決
が
直
接
の
目
的
で
あ
る
の
に
対
し

、
制
度
的
仲
裁
裁
判
に
於
て
は
、
將
來
起
る
こ
と

あ
る

べ
き
或
る
範
蒔
の
叉

は

一
切
の
範
疇

の
國
際
紛
争

の
解
決
を
目
指
し
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
國
際
法
的
蘭
係
を
上
下
秩
序
的
に
整
備

せ
ん
ε
す
る
イ
デ
ー

を
基
礎
ε
す
る
。
從
つ
て
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
磯
展
は
か
ゝ
る

イ
デ
ー
、
從

つ
て

一
般
に
平
和
思
想
自
膿
の
磯
展
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ε
共
に
叉
そ
の
具
現
こ
し
て
の
國
際
團
體

組
織
の
発
展

を
意
味
し
、
更
に
進
ん
で
言

へ
ば
團
體

性
自
饅

の
磯
展
を
も
徴
示

す
る
も
の
ε
言

へ
る
の
で
あ
る
。
唯

こ
の
場
合
の
団
体
性
と
は
立
艦
的
團
體

性
で
は
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
如
く
仲
裁
裁
判
に
あ
つ

て

は
こ
の
団
体

性
の
確
立
が
協
約
的
に
行
は
れ
る
と
い
ふ
瓢
に
特
色
を
有
し
、
そ
れ
だ
け
に
叉
立
.髄
的
団
体

性

の
強
弱
は
、
そ
の
紐

成
者
の
意
織
に
依
存
す
る
事
最
も
大
で
あ
る
。
即
ち

前
號
に
於
て
我
々
の
論
じ
九

「自
然
的
國
際
共
同
團
腿
」

の
自
畳

の
有
無
、
程

慶
に
從
つ
て
、
創
設
せ
ら
る

」
具
匿
的
組
織
的
國
際
團
麗
の
團
體
的
性
質
の
強
弱
は
決
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
不
幸

に
し
て

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

八
三



法

政

研

究

第
九
巻

第
二
號

八
四

過
去
よ
り
現
在
に
至
る
國
際
関
係

の
實
際

は
関
係
當
事
者
の

「
利
己
利
益

」
を
以
て
行
動
の
原
理
と
し
て
來
て
ゐ
る
。
意
識
的
意
義

に
於
て
利
益
社
會
的
関
係

を
維
持
し
來
つ
て
ゐ
る
。
偶
々

一
國
が
濁
り
自
然
的
共
同
の
立
場
を
守
ら
ん
ご
す
れ
ば
、
時
と
し
て
自
滅

の
道

に
追
ひ
込
ま
れ
ざ
る
を
得
す
、
か
く
し
て
自
衛
椹
の
最
も
廣
汎
な
る
適
用
を
も
余
儀

な
く
せ
し
め
ち
れ
る
の
で
あ
る
。
國
際
司

法
組
織
の
確
立
は
國
際
共
同
連
帯

の
自
畳
ε
之
が
具
艦
化
の
イ
デ
ー
が
時
に
起
つ
て
之
を
獲
展
せ
し
む
る
事
が
あ
る
も
、
亦
利
害
の

立
場
が
働

い
て
必
す
し
も
恒
常
的
獲
展
の

一
路
を
途
げ
し
め
な
い
。
客
観
的
に
は
充
分
結
合
の
紐
帯
を
持
つ
て
ゐ
る
筈
の
亜
米
利
加

大
陸
に
於
て
さ
へ
、
他
の
大
陸
に
比
較
し
て

一
の
勝
れ
た
國
際
法
圏
を
作
り
來
つ
た
亜
米
利
加
大
陸
に
於
て
さ

へ
、
今
日
い
ま
だ
に

多
く
の
難
關
を
提
供
し
て
ゐ
る
も
の
は
各
國
利
害
の
立
場
で
あ
る
。
勿
論
利
害
の
立
場
を

一
般
に
否
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
團
體

紐

織
が
確
立
す
る
膏、
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
。
問
題

は
利
害

の
立
場
自
腿
の
内
容
如
何
で
あ
る
。
が
兎
ま
れ
、
こ
曳
に
國
際
團
體

性
の
或
る

限
界
が
あ
つ
た

し
、
叉
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
限
界

に
拘
ら
す
、
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
獲
展
が
國
際
團
腱
組
織
化

へ
の

動
向
を
示
す
も
の
ご
の
観
点

は
維
持
さ
れ
得
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

こ
の
観
点

を
以
て
我

々
の
グ
ラ
フ
に
対
す
る
に
、
先
づ
最
も
我

々
の
注
意
を
惹
く
も
の
は
第
四
岡
の
亜
米
利
加
大
陸
諸
國
聞
関
係

の
も
の
で
あ
り
、
次
に
第
八
圖
亜
米
利
加
、
敵
羅
巴
爾
大
陸
問
閣
係
、
第
五
圖
欧
羅
巴
大
陸
諸
國
聞
関
係

等
で
、
多
邊
的
約
定
の
み

の
方
面
で
は
第
十
五
圖
の
亜
米
利
加
大
陸
諸
國
闇
関
係

で
あ
ら
う
。
亜
米
利
加
大
陸
で
は
最
も
早
く

一
八
二
二
年

に
制
度
的
仲
裁
裁

判
の
発
生
を
見
、
同
じ
二
十
年
代
に
或
程
度
の
獲
展
あ
り
、
爾
後
大
し
た
沈
滞
を
見
せ
す
に
二
十
年
を
経
て
、
前
世
紀
中
葉
以
後
更

に

一
段
の
進
歩
を
経
験
し
、
更
に
二
十
年
を
経
九

一
八
七
〇
年
代
よ
り
、
そ
れ
以
上
の
上
昇
の
過
程
を
辿
り
、
殊

に
八
十
年
代
に
は



更
に
目
畳
し
い
展
開
を
な
し
て
ゐ
る
。
就
中
條
約
形
式
の
発
展

は
特
に
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に

{
八
九
σ
年
代
に
は

條
欺
形
式
の
衰
微
の
現
象
が
目
立
つ
が
、
こ
の
點

に
つ
い
て
は
既
に
本
誌
前
號
に
於
て
、
そ
れ
が
必
す
し
も
悲
観

的
現
象
で
な
く
、

條
約
形
式
に
よ
つ
て
充
分
補

は
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
事
を
述
べ
て
置
い
た
。

之
に
対
し
第
五
圖
の
織
羅
巴
大
陸
内
部
関
係

に
於
て
は
、

一
八
七
〇
年
代
に
至
つ
て
初
め
て
成
立
を
見
九
制
度
的
仲
裁
裁
判

は
一

八
八
〇
年
代
よ
り
以
後
頓
に
上
昇
発
展

の
過
程
を
進

み
、
低
下
す
る
事
な
く
そ
の
ま

、
今
世
紀

へ
持
越
し
江
観
が
あ
る
が
、
之
亦
本

誌
前
號
に
於
て
分
析
し
て
述
べ
た
如
く

一
八
九
五
年
ま
で
の
傾
向
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
後
急
に
低
下
し
、
し
か
も
圖
の
示
す
如
く
、

條
約
形
式

は
初
め
よ
り
少
し
も
現
は
れ
す
に
絡
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
亜
米
利
加
大
陸
内
部
國
際
團
腿

の
発
展

に
対
し
、

欧
羅
巴
内
部
の
組
織
化
の
運
動

は

一
八
八
〇
年
前
後
以
降
活
濃
で
は
あ
つ
忙
が
、
充
分
の
實
を
結
ば
す
、
且
つ
世
紀
の
末
に
至
つ
て

は
嚢

へ
る
傾
向
さ
へ
持
つ
て
ゐ
た

事
を
知
る
事
が
出
來
る
。
唯
こ
.の
衰
勢
を
挽
回
す
る
性
質
を
持

つ
忙
も
の
は
、
欧
羅
巴
大
陸
自
禮

の
組
織
化
の
形
式

に
於
て
f
な
く
、
飛
躍
的
に
並
い遍
的
地
盤

の
上
に
立
て
ら
れ
る
に
至
つ
た

へ
ー
グ
の
國
際
紛
争
平
和
的
處

理
條
約

で
あ
つ
た
。
今
日
に
し
て
思

へ
ば
隊
羅
巴
と
し
て
は
、
む
し
ろ
同
大
陸
内
部
的
連
帯

に
重
黙
を
置
く
べ
き
で
は
な

か
つ
た
か
。
こ
の

黙
は
大
職
後

の
欧
羅
巴
聯
合
論
と
の
関
係

に
於
て
考
察
せ
ら
る
べ
き
問
題
ε
思
は
れ
る
。

亜
米
利
加
大
陸
と
敵
羅
巴
大
陸
と
の
問
の
関
係

に
於
て
は
、

一
八
三
〇
年
代
に
始
め
て
現
は
れ
て
爾
後
も
亜
米
利
加
大
陸
内
部
關

係
に
於
け
る
発
展

と
傾
向
と
丁
度
十
年
づ
N
邊
れ
た
貌
で
展
開
し
、
唯
最
後
の
十
年
代
の

一
般
的
衰
微
現
象
は
亜
米
利
加
大
陸
ざ
軌

道
を

一
に
し
て
ゐ
る
。
條
約
形
式
も
十
年
邊
れ
て
現
は
れ
、
最
後

の

一
期
は
同
じ
く
平
衡
を
保
つ
て
ゐ
る
。
但

し
條
約
形
式
と
條
欺

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

八
五



法

政
研
究

第
九
撫恋

第
二
號

八
六

形
式
の
衰
頽
と
の
聞
に
は
大
き
い
隔
り
が
あ
つ
て
、
充
分
相
殺
す
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
が
、
全
誰
と
し
て

は
米
傲
關
…係

の
前
世

紀
に
於
け
る
緊
密
性
を
表
現
す
る
も
の
と
い
ひ
得
る
。
そ
の
國
別
内
諜
を
見
れ
ば
、
敵
洲
諸
國
側
と
し
て
は
二
邊
的
約
定
に
於
て
封

米
総
数
十
四
を
占
む
る
伊
太
利
を
筆
頭

に
、
八
箇
の
西
班
牙
、
七
筒
φ

白
耳
義
、
四
筒
の
瑞
西
、
二
箇
の
和
蘭
、

一
箇
の
瑞
典
、
諾

威
、
丁
抹
、
佛
蘭
西
、
葡
萄
牙
で
あ
る
。
就
中
伊
太
利

は
ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
ε
の
間
に

一
の

「
條
約
」
を
も
締
結
し
て
ゐ
る
こ
と

は
注

意
に
値
す
る
。
之
に
対
し

亜
米
利
加
大
陸
の
側
ご
し
て
は
、
六
箇

の
墨
西
惑
、
ペ
ル
ー
、
四
箇
の
ヴ
ェ
ネ
ズ

エ
ラ
、
エ
ク
ア
ド
ー
ル
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
、
一二
箇
の
ウ
ル
グ
ア
イ
、

ハ
ワ
イ
、
二
碑周
の
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
サ
ン
ト

・
ド
ミ

ン
ゴ
、

一
柚固
の

コ
ス
タ
リ
カ
、
サ
ル
ヴ

ァ
ド
ー
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
北
米
合
衆
國
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
ホ
ン
ヂ
ュ
ラ
ス
で
集
約
的
で
な
く
分
散
し
て
ゐ
る
。
北
米
脊
衆
圃
は
中

立
國
瑞
西
ε
唯

一
箇
の
、
し
か
も
無
批
准
の
條
約
を
結
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。
是
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
以
來
、
殊
に
モ
ン
・
1
主
義

以
來
に
於
け
る
封
厭
孤
立
政
策
の
故
に
、
拘
束
を
與

ふ
る
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
約
定
を
欧
洲
諸
國
と
締
結
す
る

こ
と
を
欲
し
な
か
つ

た
の
に
由
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

然
る
に
亜
米
利
加
大
陸

と
英
國
と
の
閣
係
に
至
つ
て
は
(第
七
岡
)、
制
度
的
仲
裁

裁
判
は
殆
ん
ざ
獲
展
せ
す
、

一
八
八
〇
年
代
に

漸
く
三
筒
の
條
欺
の
締
結
を
見
た
の
み
で
、
次
い
で
條
約
形
式
の
擁
頭
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
之

は
不
幸
に
し
て
批
准
を
得
な
か
つ

九
も
の
で
あ
る
。
英
國
ご
敵
羅
巴
大
陸
と
の
閑
の
關
…係
に
於
て
は

(第
九
岡
)、
世
紀
の
末
二
十
年
開
ほ
f
上
昇
の
線
を
現
出
し
て

ゐ
る
が
、
い
ま
だ
極
め
て
微
弱
で
あ
る
。
欧
羅
巴
、
亜
細
亜
、南
大
陸
間

に
つ
い
て
は

(徳
十
圖
)、
本
制
度

の
出
現
は
比
較
的
早
く

一
八
六
〇
年
代
に
あ
る
が
、
他
の
地
域
的
関
係

に
於
て
異
常
な
磯
展
を
見
た

一
八
八
〇
年
代
に
は
、
此
の
関
係

に
於
て
は
全
く
地
を



佛

つ
て
了

つ
て
世
紀
の
末
を
迎

へ
て
ゐ
る
。
敵
羅
巴
、
阿
弗
利
加
蘭
係

(第
十
二
岡
)
は

一
八
九
〇
年
代
に
は
衰
微
の
徴
あ
り
、
他

の
諸
関
係

は
殆

ん
ご
問
題
に
な
り
得
な
い
。

多
邊
的
約
定
の
み
の
範
囲

内
に
於
て
は
、
亜
米
利
加
大
陸
諸
國
間
関
係

(第
十
五
圖
)
が
比
較
的
良
い
兆
候
を
示
し
て
ゐ
て
、

一

八
三
〇
年
代
に

一
旦
條
歎
形
式
で
現
は
れ
た
後
、
二
期
を
経
て
再
び
甦
生
し
て
磯
展
の
経
路
を
辿
り
、

一
八
八
〇
年
代
に
は
條
約
形

式
の
出
現
を
見
、

一
八
九
〇
年
代
に
は
條
欺
形
式
の
か
す
か
な
衰
退

は
見
た
が
、
條
約
形
式
に
衰

へ
は
出
な
か

つ
九
。
こ
の
第
十
五

圖
の
示
す
消
長

は
蓋
し
亜
米
利
加
國
際
團
誰
組
織
化
の
思
想
と
運
動
と
の
強
弱
を
端
的
に
象
徴
す
る
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
こ
の
外

の
多
邊
的
約
定
関
係

に
於
て
は
、
第
十
六
岡
以
下
第
十
九
岡
に
至
る
ま
で
、
或

は
一
八
七
〇
年
代
に
、
或
は

一
八
八
〇
年
代
に
條
欺

形
式
が
二
叉
は

一
箇
現
は
れ
忙
の
み
で
、
次
の
時
期
に
は
消
滅
し
て
ゐ
る
。
之
に
対
し
第
廿

一
圖
は

一
八
九
〇
年
代
に
於
け
る

一
箇

の
條
欺
形
式
を
示
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
が
最
も
普
遍
的
で
あ
り
、
世
界
的
九
る
黙
に
特
色
が
あ
り
、
叉
第
二
十
圖
は
そ

れ
程
普
遍
的
で
は
な
い
に
し
て
も
五
大
洲
を
網
羅
し
、

且
つ
條
約
形
式
の
出
現
を
語
つ
て
ゐ
る

黙
に
於
て

特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。以

上
の
諸
関
係

に
於
け
る
制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定
の
時
間
的
消
長
を
瞥
見
し
た
が
、
そ
の
中
之
が
成
立
の
早

さ
と
磯
展
の
順
調
さ

に
於
て
最
も
優
れ
て
ゐ
る
の
は
亜
米
利
加
大
陸
内
部
関
係

で
あ
つ
た
。
然
ら
ば
こ
の
大
陸
内
部
関
係

に
於
て
は
如
何
な
る
方
面
、
如

何
な
る
國
家
が
重
要
な
る
役
割
を
演
じ
忙
か
、
之
を
少
し
く
分
析
的
に
考
察
し
て
見
よ
う
。
之
が
爲
め
に
は
亜
米
利
加
列
國
間
の
約

定
関
係

を
圓
示
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る
。
吾
々
は
そ
の
方
法
と
し
て
ガ
ス
ト

ン
・
モ
ー
シ
昌
の
採
用
し
忙
圖
示
法
を
亜
米
利
加
大

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

八
七
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陸
に
籍
り
來
り
、

モ
ー
シ
ュ
が
列
國
名
の
圓
陣
順
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
し
た
の
に
樹
し
、
地
域
的
契
機
を
以

て
之
に
代

へ
、
且

つ

二
邊
的
條
欺
及
び
條
約
群
と
、
多
邊
的
條
欺
及
び
條
約
群
と
の
二
群

に
分
つ
て
、
夫

々
の
圖
を
つ
く
つ
九
。
而

し
て
多
邊
的
約
定
の

場
合
に
於
て
は
、
夫

々
の
約
定
を
宛
も
二
邊
的
約
定
で
あ
る
か
の
如
く
分
解
す
る
こ
ご
に
よ
つ
て
、
そ
の
関
係

を
明
か
な
ら
し
む
る

こ
ご
を
得
る
と
信
じ
た
。
こ
の
場
合

一
箇
の
多
邊
的
約
定

の
當
事
國
敬
を

n
ご
す
れ
ば
、
之
が
二
邊
的
約
定

へ
の
分
解
に
於
て
は
、

約
定
関
係

数

x
は
次
の
方
程
式
を
以
て
表
は
さ
れ
る
。

從
つ
て
例

へ
ば

一
八
九
〇
年
の
汎
亜
米
利
加
ワ
シ
ン
ト

ン
魯
議

に
於
て
議
決
さ
れ
九
多
邊
的
制
度
的
仲
裁
裁
判
條
約
は
、
當
事
者

が
十

一
ヶ
國
で
あ
る
が
故
に
、
之
を
二
邊
的
條
約

に
分
解
す
れ
ば
、

即
ち

五
十
五
箇
の
條
約
関
係

と
な
る
。
以
上
の
如
き
操
作
を
経
て
吾
々
は
次
に
掲
ぐ
る
第

一
圖
、
第
二
圖
の
制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定

網
を
得
た
。

第

一
圖
の
二
邊
的
約
定
関
係

に
つ
い
て
見
れ
ば
、
中
米
地
峡
諸
國
が
最
も
密
な
る
網
を
作
り
、
之
に
ヵ
リ
ベ
ア

ン
の
二
國
と
北
米

の
墨
西
寄
が
参
加
し
て
ゐ
る
。
次
に
稠
密
な
の
は
南
米
大
陸
諸
國
で
あ
り
、
次
に
中
米
ε
南
米
と
の
間
の
関
係

も
重
要
な
網

の
目
を

形
成
し
て
ゐ
る
。
北
米
は
合
衆
國
ε
墨
西
寄
ε
が

一
小
群

を
成
し
て
ゐ
る
が
、
墨
西
寄
は
そ
れ
よ
り
も
中
米
南
米
の
方
に
引
か
れ
る

傾
向
を
よ
り
多
く
有

し
て
居
り
、
合
衆
國
と
中

・
南
米
ご
の
関
係

は
ペ
ル
ー
ε
の

一
條
欺
あ
る
の
み
で
、
殆
ん
ご
隔
離
し
て
ゐ
る
観
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矛
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が
あ
る
事
は
興
味
あ
る
現
象
こ
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
第

一
圖
襯
察
の
結
果
は
亜
米
利
加
爾
大
陸
内
部

の
國
際
團
體

構
造

を
教

へ
る
。
即
ち

中
米
地
峡
諸
國
が
北
は
墨
西
寄
、
南
は
北
部
南
米
の
諸
國
を
引
寄
せ
つ
、
一
國
際
組
織
を
形
成
し
て
ゐ
る
事
-

中
米
共
和
國
は
早
く
成
立
し
て
早
く
亡
び
、
そ
の
後
幾
度

か
成
立
し
た
が
何
れ
も
極
め
て
短
命
に
終

つ
た
と
は
言

へ
、
實
に
中
米
國

際
組
織
の
凝
成
し
た
産
物
で
あ
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
將
來
の
事
情
如
何
で
は
彊
固
に
復
活
す
る
こ
と

な
し
と
は
保
証

レ
難

い
も
の
で

あ
る
ー
i
、
次
に
南
米
が
同
じ
く
そ
の
地
縁
関
係

を
國
際
組
織
に
生
か
し
來
つ
て
居
る
事
、
第
三
に
中
南
爾
米

が
更
に
大
な
る
一
群

を
形
成
し
、
蝕
に
ラ
テ
ィ

ン
ア
メ
リ
カ

國
際
圏
を
組
織
の
上
に
示
し
て
ゐ
る
事
、
而
し
て
合
衆
國
が
ラ
テ
ィ

ン
ア
メ
リ
カ

國
際
圏

の

外
に
立
つ
て
ゐ
る
事
が
是
で
あ
る
。

纂
二
圖
は
、
中
米
諸
國
闇
係
の
密
度
を
最
も
顯
著
に
表

は
し
て
第

一
圃
の
観
察
の
結
果
を
裏
書
き
し
、
且
つ
南
米
諸
國
関
係

も
錐

一
圖
程
で
は
な
い
が
或
る
程
度
之
に
應
じ

て
は
ゐ
る
。
然
る
に
中

・
南
米
の
み
の
関
係

は
な
く
、
北
米
亦
同
様

で
あ
る
。
そ
し
て

一

躍
北
中
南
三
米
に
跨
る

一
大
條
約
網
を
現
出
し
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
第
二
圖
の
観
察
は
中
米
地
峡
國
際
組
織
群

が
そ
の
諸
國
聞
の
夫

々
の
関
係
の
集
積

と
し
て
に
止
ま
ら
す
、
全
燈
と
し
て
の

一
團
を
形
成
す
る
に
近
き
も
の
が
あ
る
事
、
南
米
も
亦
同
様
の
傾
向
は
あ

る
が
、
然
し
ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
、
其
他
を
全
燈
的
聯
關

の
中
に
含
ま
す
、
且
つ
こ
の
聯
關
自
身
が
第

一
岡
の
集
積
的
國

際
関
係

に
比
し
て
は
る
か
に
疎
で
あ
つ
て
、
國
際
団
体

組
織
と
し
て
は
未
だ
幼
稚
で
あ
る
事
、
中
、
南
爾
米
を
包
む
ラ
テ
ィ

ン
ァ
メ

リ
カ
國
際
圏
が
全
盟
と
し
て

の
紅
織
的
団
体

性
を
全
く
有
し
て
ゐ
な
か
つ
た
事
、
北
米
が
中
南
米
の
圏
外
に
立
つ
て
ゐ
る
事

は
第

一

固
の
教

ふ
る
所
ε
軌
を

一
に
し
て
ゐ
る
事
、
全
亜
米
利
加
大
陸
組
織
化
が
北
、
中
、
南
、
及
び
ラ
テ
ィ

ン
ア
メ
リ
カ

國
際
団
体

圏
夫

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

八
九
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九
〇
、

々
の
豫
備
的
基
礎
な
し
に

一
躍
し
て
企
て
ら
れ
、
そ
こ
に
既
に
全
米
組
織
化
の
地
盤
の
弱
さ
、
從
つ
て
か
、
ろ
企
て
自
罷
の
成
功
に

關
す
る
困
難
が
豫
想
せ
ら
れ
る
事
、
是
等
の
事
を
吾

々
に
教

へ
て
呉
れ
る
。

次
に
前
記
諸
関
係

に
於
け
る
十
年
毎
の
約
定
数

の
統
計
を
ε
つ
て
、
そ
の
消
長
関
係

を
比
較
し
、
こ
の
観
點

に
於
け
る
夫

々
の
地

域
関
係

の
地
位
を
探

つ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

年

代
備

考

穴

ニ
ニ
ー
三
〇

天
≡

1

四
〇

穴
巴

ー

五〇

天
王
-

六
〇

天
さ

!

七
〇

天
七
丁
人
O

北

米
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條欺

雌
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米

一
M
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條欺
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へ
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沁
O
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究
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融

　
ロ

:
}

」
」

芙二四
★

三δ四
四

一一二

五ん
三
炬
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三
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三囚

二

一二

二三

二三

五

霊

二
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τ
マ
ニ
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前
数
節

の
観
察
で
は
中
米
が
最
も
重
き
を
爲
し
忙
の
に
対
し

て
、
右
の
表
に
基
づ
く
槻
察
に
於
て
は
、
中
米

は
敏
量
的
磯
展
の
鮎

で
重
き
を
爲
す
外
、
そ
の
他
の
観
点

で
は
首
位
を
南
米
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
第

一
期
即
ち

一
八
二
二
-
三
〇
年
に
於
て
は
、
北

・
中

・
南
米
夫

々
の
内
部
関
係

と
し
て
は
濁
り
南
米
の
み
之
を
有
し
、
他
の
地
方
は
唯
南
米
と
の
関
係

に
於
て
の
み
夫

々
一
箇
の
約

定
を
結
ん
で
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
第
二
期
に
至
れ
ば
、
第

一
期
の
中

・
南
米
関
係

の
経
験
か
ら
中
米
が
独
立

し
て
そ
の
内
部
蘭
係
に

本
仲
裁
裁
判
約
定
を

一
簡
結
び
、
叉
第

一
期
の
北

・
南
、
中

・
南
米
驕
係
か
ら
北

・
中
米
が
出
で
」
、
そ
の
悶

に

一
筒
の
約
定
関
係

を

成
立
せ
し
め
九
槻
あ
り

(
こ
の
事
は
本
誌
前
號
約
定
列
挙

の
項
を
参
照
す
れ
ば
、
常
事
國
家
関
係
自
羅
も
さ
う
な
つ
て
ゐ
る
こ
と

を
知
る
で
あ
ら
う
)
、

而
し
て
南
米
自
誰
は
総
数
に
於
て
三
箇
に
減
じ
忙
が
、
な
ほ
他
の
諸
関
係

に
対
し
首
位
を
下
ら
す
。
第
三
期

部
ち

一
八
四

一
-
五
〇
年
に
至
つ
て
新
し
い
現
象
が
起
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
本
制
度
が
南
米
に
衰

へ
て
中
米
に
中
心
が
移
動
し
、
且

つ
北
米
が
始
め
て
そ
の
内
部

に

一
約
定
を
成
立
せ
し
め
た
事
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の

一
期
に
は
三
米
の
間
の
約
定
の
関
係

は
皆
無
で

あ
る
。
即
ち
三
米
夫

々
が
退
い
て
そ
の
内
部
組
織
に
努
め
る
と
い
つ
忙
槻
が
あ
る
。
第
四
期
に
は
北
米
、
中
米

は
前
期
の
形
勢
を
維

第
ハ十
九
世
如～
國
齢除
仲
裁
晶
裁
判の
形
式
約
研
究

九
一
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二

持
し
、
南
米
は
再
び
昔
日
の
首
位
を
占
め
、
そ
れ
と
共
に
中

・
南
米
、
即
ち
ラ
テ
ィ

ン
ア
メ
リ
カ
圏
内
部

の
組
織
化
が
試
み
ら
れ
る

傾
向
を
も
つ
て
來
九
。
錐
五
期
に
至
る
ざ
、
北
米
に
衰

へ
て
、
中
米
に
磯
展
し
て
南
米
に
比
肩
し
、
南
米
は
前

期
よ
り
総
数
に
於
て

一
を
減
じ
た
代
り
に
、
條
約
形
式

一
を
得
て
、
質
に
於
て
な
ほ
中
米
の
上

に
立
つ
て
ゐ
る
。
ラ
テ
ィ

ン
ア
メ
リ
カ

圏
は
前
期
ω
状
勢

を
維
持
し
て
ゐ
る
観
で
あ
る
。
策

六
期
で
は
相
変
ら
す
中
米
、
南
米
、
及
び
中

・
南
米
蘭
係

の
み
が
現
は
れ
て
ゐ
て
、
し
か
も
何
れ

も
前
期
よ
り

一
歩
獲
展
し
、
且
つ
中
米
が
南
米
を
追
ひ
越
え
て
ゐ
る
状
態

で
あ
る
。
第
七
期
に
至
れ
ば
中
米
が
総
激

に
於
て
頓
に
向

上
し
、
叉
條
約
形
式

一
を
始
め
て
生
む
に
至

つ
て
ゐ
る
。
南
米
は
前
期
と
大
差
な
し
。
然
る
に
北

・
南
米
関
係

が
突
然
二
箇
の
約
定

を
現
出
し
、
更
に
前
期
に
於
て
磯
展
の
兆
候
を
示
し
た
中
・南
ラ
テ
ィ
ン
ア
メ
リ
カ
圏
内
の
活
動
が

一
層

の
獲
展
を
見

せ
、
総
撒

に
於

て
前
期
の
二
倍
半
、
且
つ
條
約
形
式
を
二
箇
含
む
に
至
つ
て
居
り
、
之
等
の
動
き
と
共
に
北
米
内
部
に
も
唯

一
筒

の
約
定
が
成
立
し

て
ゐ
る
。
此
の
期
は
前
数
期
に
対
し
て
、
数
量
的
に
も
、
地
域
的
に
も
、
本
制
度
が
最
も
発
展

し
た
時
期
で
あ

つ
て
、
唯
北

・
中
米

関
係

に
於
て
皆
無
と
い
ふ
歌
陥
と
、
北

・
南
米
関
係

が
二
箇
の
約
定
関
係

を
現
出
し
た
ご
は
言

へ
い
ま
だ
不
充
分
を
冤
れ
な
い
飲
陥

ε
を
作
ひ
つ
曳
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
勢
の
旺
盛
を
基
礎
こ
し
て
、
本
期
の
末
に
杢
米
を
包
括
す
る
司
法
條
約

が
企
圖
さ
れ
る
に
至

つ
た
。
然
る
に
こ
X
に
も
盛
者
必
衰
の
理
は
働
く
の
か
、
次

の
最
後
の

一
期
に
至
る
と
、
中
米
、
南
米
、
北

・
中
米
関
係

以
外
に
は

杢
く
本
制
度
の
約
定

は
地
を
梯
つ
て
了

つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
中
米

は
そ
の
総
撒
を
減
じ
た
ご
は
言

へ
、
條
約
形
式
を
、
し
か
も
前
掲

約
定
列
學
に
よ
れ
ば
、
四
ヶ
國
間
多
邊
的
條
約

の
形
式
を
新
江
に
導
入
し
て
、
中
米
内
部
紺
織
の
方
向
に
大
き
い

一
歩
を
踏
出
し
、

南
米
は
、
総
敏
に
於
て
十
九
世
紀
全
燈
を
通
じ
て
の
そ
の
歴
史
に
於
て
最
高
を
示
し
、
そ
の
上
、
多
邊
的
で
は
な
い
が
、
そ
の
代
り



三
箇
の
條
約
形
式
の
導
入
に
よ
つ
て
、
そ
の
内
部
の
秩
序
化
に
進
ん
で
ゐ
る
。
か
く
し
て
ラ
テ
ィ

ン
ア
メ
リ
カ

諸
國

は
夫

々
の
特
殊

的
地
縁
関
係

内
部
に
沈
潜
し
て
、
全
ラ
テ
ィ

ン
ア
メ
リ
カ

圏
の
組
織
化
に
対
し

て
も
、
更
に
は
杢
米
國
際
團
鵠

圏
の
維
織
化
に
対
し

て
も
冷
淡
で
あ
つ
た

観
が
深
い
。

か
く
し
て
十
九
世
紀
全
罷
を
回
顧
す
れ
ば
、
結
局
獲
得
せ
ら
れ
た
結
果
は
、
中
米

と
南
米
夫
々
の
内
面
的
発
展

の
み
で
あ
る
。
全

米
関
係

は
お
ろ
か
、
中

・
南
米
関
係

自
騰
さ
へ
、
そ
の
組
織
の
方
面
に
於
て
は
、
い
ま
だ
充
分
獲
得
さ
れ
九
も
の
を
示
し
て
ゐ
な
い
。

唯
、

後
者

は
中
米
、
南
米
内
部
関
係

以
外
の
関
係

と
し
て
は
、

最
も
望
み
を
囑
し
得
る
性
質
を
有

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は
出
來
よ

う
。
而
し
て
、
右
の
中
米
・・」
南
米
ε
の
夫

々
の
磯
展
状
態

を
比
較
す
れ
ば
、
後
者
の
方
が
そ
の
組
織
化
運
動
の
時
間
的
先
行
の
黙
と

獲
展

の
地
味
さ
に
於
て
、
中
米
に
優
つ
て
ゐ
忙
や
う
に
思

へ
る
。
尤
も
こ
の
地
味
さ
と
中
米
の
殆
ん
ざ
不
断
の
迅
速
な
る
向
上
と
の

聞
に
甲
乙
を
附
す
る
こ
と
ば
、
當
を
得
な
い
事
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
米
が
幾
度

か
中
米
共
和
國
を
成
立
せ
し
め
て
常
に
聞
も
な
く

分
離
し
て
來
た
そ
の
い
は
ぐ
天
才
的
な
動
き
方
は
、
右
の
向
上
過
程
そ
の
も
の
」
中
に
含
ま
る
製
弱
点
こ
し
て
、
見
遁
し
得
な
い
感

が
あ
る
の
で
あ
る
。

前
世
紀
の
制
度
的
國
際
仲
裁
裁
判
の
歴
史
に
於
て
最
も
重
要
な
地
歩
を
占
め
忙
亜
米
利
加
大
陸
も
、
そ
の
中

を

一
歩
突
込
ん
で
窺

つ
て
見
れ
ば
、
大
陸
全
体

の
持
つ
意
義
は
極
め
て
薄
弱
で
殆
ん
ご
無
に
も
幾
い
も
の
が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
況
し
て
他
の
諸
大
陸

内
部
関
係

並
び

に
諸
大
陸
闇
関
係

、
延
い
て
は
世
界
的
関
係

に
至
つ
て
は
、
少
し
く
愼
重
に
考
察
す
れ
ば
、
磯
展
の
除
地
が
多
い
と

い
ふ
よ
り
も
、
い
ま
だ
獲
展
の
緒
に
つ
い
九

の

み
と

い

ふ
方
が
正
し
い
状
態

に
あ
つ
忙
。

へ
ー
グ
條
約
の
如

き
が
あ
つ
忙
に
し
て

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

九
三



法

政

研

究

第
九
霧
}
第
二
號

九
四

も
、
そ
れ
に
は
除
b
に
世
界
諸

地
方
に
於
け
る
準
備
的
地
盤
が
足
ら
な
さ
過
ぎ
忙
憾
が
あ
る
。
同
條
約
成
立
後

の
實
際
的
効
果

が
意

想
外
に
勘
か
つ
忙
の
も
之
の
故
に
由
る
ε
思
は
れ
る
。

五
、
傳
播
綻
路
概
要

纂
十
九
世
紀
全
般
を
通
じ
て
制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定
締
結
の
慣
行
、
從
つ
て
叉
特
殊

的
若
く
は
並
日遍
的
國

祭
法
團
體

の
司
法
的
組
織
化
の
運
動
が
地
域
的
に
如
何
な
る
経
路
を
辿
つ
て
普
及
し
て
行
つ
九
か
と
い
ふ
問
題

に
つ
い
て
は
、
既
に

之
ま
で
述
べ
來
つ
九
所
に
よ
つ
て
、
叉
諸
岡
表
に
よ
つ
て
大
艦

は
答

へ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
尤
も

一
暦
正
確

に
は
夫

々
の
約
定
内
容

の
比
較
検
討
を
侯
江
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
蝕

に
は
唯
こ
の
形
式
的
研
究
の
範
囲

内
で
答

へ
ら
れ
る
限
度

に
於
て
概
観

し
て
置
き
度
い
。

制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定

ω
慣
行

は
、
既
に
述
べ
て
來
九
如
く
、
そ
の
端

を
庸
亜
米
利
加
に
爽
し
て

(
一
八
二
二
年
)、

一
面
そ
の

内
部

に
磯
展
し
つ
玉
、
他
面
北
米

二

八
二
三
年
)
及
び
中
米
に
移
り

二

八
二
五
年
)
、

次
い
で
北
米
メ
キ

シ
コ
ざ
白
耳
義
と
の

聞
の
約
定

(
一
八
三
九
年
)
に
至
つ
て
、
蝕
に
は
じ
め
て
欧
羅
巴
の
参
加
勧
見
る
に
至
つ
忙
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
北
ハ後
約
三
十
年

間
、
部
ち

一
八
六
八
年
の
瑞
典
諾
威
と
逞
羅
こ
の
聞
の
約
定

に
至
る
ま
で
は
、
此
の
種
の
約
定
を
締
結
し
t
欺
洲
詔
國
の
相
手
國

は

必
す
亜
米
利
加
大
陸
の
國
家
で
あ
つ
た
。
欧
洲
詔
國
岡
の
関
係

に
本
慣
行
が
及
ぶ
爲
に
は
、
既
に
亜
米
利
加
と
関
係

の
あ
つ
た
伊
太

利
に
よ
つ
て
羅
馬
尼
ε
の
聞
に
締
結
せ
ら
れ
た

一
八
八
〇
年

の
約
定
ま
で
半
世
紀
近
い
時
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
亜
細
亜
以

下
の
諸
洲
が
本
慣
行
に
滲
加
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
本
制
度

の
源
流
た
る
亜
米
利
加
大
陸
と
の
直
接
関
係

に
よ
ら
す
し
て
、
欧
洲
諸



國
こ
の
関
係

に
よ
る
か
、
又
は
大
洋
洲
諸
國
の
如
く

一
八
九

一
年
の
萬
國
郵
便
聯
含
條
約
共
他
の
仲
裁
裁
判
條
欺

を
含
む
多
邊
的
條

約

へ
の
参
加
叉
は
事
後
加
盟
の
形
式
に
よ
つ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
概
し
て
言

へ
ば
、
最
初
は
亜
米
利
加
大
陸
が
椹
軸
こ
な

つ

て
激
洲
を
動
か
す
こ
ざ
三
十
数
年
、
但
し
そ
の
聞

一
旦
亜
米
利
加
の
」
國
と
關
聯
を
も
つ
た
欧
羅
巴
の

一
國
が
亜
米
利
加
の
他
の

一

國

に
対
し
て
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
ε
る
こ
と
も
あ

つ
て

(自
耳
義
と
ハ
ワ
イ
こ
の
関
係

の
如
し
)、
こ
の
働
き
か
け
が
進
ん
で
亜
細
亜

其
他
に
及
び
、
敵
洲
自
身
の
内
部

に
も
及
ん
だ
わ
け
で
、

一
八
八
〇
年
頃
以
後
は
、
本
制
度
普
及
の
福
軸
は
欧
羅
巴
に
移

つ
て
ゐ
た

と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
但
し
亜
細
亜
と
し
て
は
遅
羅
が
敵
洲
の
.國

々
に
対
す

る
中
心
と
な
つ
九
事
も
あ
る
が
、
大
局
・こ
し
て
は
職
羅

巴
が
傳
播
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
忙
。

以
上
の
傳
播
経
路
を
國
別
に
槻
察
し
て
見
る
ε
、
そ
こ
に
は
種

々
の
型
、式
に
於
け
る
傳
播

の
蓮
績
性
を
見
出
す
。
そ
れ
ら
の
型
式

を
今
紅
織
的
に
軍
純
化
し
て
見
れ
ば
、
大
き
く
分
つ
て
二
種
と
な
る
。
第

一
は
既
に
制
度
的
仲
裁
裁
馴
約
定
を
夫

々
他

の
一
國
と
締

結
し
た
事
の
あ
る
國
家
が
右
の
他
國
を
含
め
て
、
叉
は
含
ま
す
し
て
相
互
閣
に
之
を
締
結
し
て
、
以
て
豫
め
輿

へ
ら
れ
九
國
家
聞
の

み
の
関
係

を
二
邊
的
叉
は
多
邊
的
に
牧
約
す
る
場
合
で
、
假
り
に
之
を
内
部
絡
結
型
と
名
付
け
て
置
き
度

い
。
こ
の
型
の
中
に
は

一

國
が
激
ヶ
國
に
分
裂
し
忙
場
合
、
之
等
諸
國
が
相
互
間
に
二
邊
的
約
定
園
係
を
結
び
、
更
に
進

ん
で
は
多
邊
的
約
定
に
入
つ
て
、

一

禮
化

へ
向

ふ
場
合
を
も
含
ま
し
め
得
る
。
第
二
は
傳
播
の
方
向
が
第

一
の
場
合
の
如
く
既
存

の
仲
裁
裁
判
約
定
関
係

に
立
つ
國
家

の

方
向

へ
向
は
す
に
、
新
な
る
國
家

の
方
向

へ
、
即
ち
い
は
f
外
部

へ
展
開
し
て
行
く
場
合
で
、
之
を
假
り
に
外
部
展
開
型
と
稻
し
て

置
こ
う
。
而
し
て
右
の
二
種
の
型

は
何
れ
も
國
家
関
係

ご
し
て
は
A
よ
り
B
、
B
よ
り
C
ご
或
る
連
続
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

九
五



法
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研

究

第
九
巻

第
二
號

九
六

之
に
対
し

て
か
く
の
如
く
當
事
國
の
縁

に
從
つ
て
獲
展
す
る
こ
ご
な
く
、
既
往
に
他
國
ε
何
等
の
約
定
関
係

を
有
し
な
か
つ
た
國
家

相
互
間
に
仲
裁
裁
判
約
定
が
結
ば
れ
て
、
そ
こ
に
、
約
定
内
容
の
観
貼
に
対
す

る
形
式
的
観
點

に
於
て
は
、
本
制
度

の
傅
播
現
象
の

中
に
不
連
続

線
を
現
出
す
る
場
合
が
あ
る
。
か
く
し
て
吾

々
の
形
式
的
研
究
の
範
囲

内
で
は
傅
播
の
蓮
績
型
と
不
蓮
績
型
と
を
見
る

の
で
あ
る
。
次
に
右
述
べ
九
と
こ
ろ
を
少
し
く
系
統
的
に
例
を
あ
げ
て
説
明
を
試
み
る
。

第

一
、
連
続

型

之
が
原
則
で
あ
る
。
不
連
続
型
と
い
ふ
の
も
、
吾
々
の
研
究
の
現
段
階
に
於
て
見
出
さ
る

」
も
の
に
過
ぎ
す
、

將
來

の
調
査
に
よ
つ
て
新
た
な
る
約
定
関
係

が
磯
見
さ
れ
忙
場
合
に
は
連
続
型
に
屡
し
得
る
も
の
で
あ
つ
て
、

か

」
る
意
味
に
於
て

連
続

型
の
原
則
性
は
極
め
て
高
い
程
度
に
於
て
f
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

一
、
内
部
絡
結
型

之
は
主
と
し
て

亜
米
利
加
大
陸
内
部
関
係

に
於
て
見
る
型
で
あ
つ
て
、
こ
の
意
味
に
於
て
も
亜
米
利
加
大

陸
内
部

に
於
け
る
團
鵠
組
織
化
の
彊
度
を
知
る
事
が
出
來
る
。
こ
の
型
を
分
つ
て
二
と
す
る
。

αう

相
封
媒
介
型

或
る
他

の
國
家
を
中
聞
の
媒
介
者
と
す
る
國
家
闇

に
右
の
媒
介
者
を
含
ま
す
又
は
含
ん
で
新
た
な
る
約

定
が
結
ば
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
最
も
軍
純
な
型
式
と
し
て
は
次
の
二
種
が
あ
る
。

一

①

媒
介
國
不
参
加
型

B

C

C

A

A

B

1

2

3

②

媒
介
國
参
加
型



1。AB

2.AC

3.A正}C

 

右

の
何

れ

の
場

合

も

A

を
媒

介

國

ε

す

る

。

十

九

世
紀

最
初

の
約

二

十
年

間

は

こ

の
軍
純

な

型
式

の

み
で

あ

る

。

即

ち

、

一

八

二

二
年

の
コ
ロ
ム
ビ
ア

、

ペ

ル

ー
間

の
約

定

、

次

い
で

コ

ロ

ム
ビ

ア
、

チ

リ

ー
間

の
約

定

を
承

け

て
、

ペ

ル
ー

、

チ

リ

ー
間

の
約

定

は

成

立

し

て

ゐ
る

し

、

叉

、

コ

ロ

ム
ビ

ア
、

メ

キ

シ

コ
間

、
コ
ロ
ム
ビ
ア

、

中

米
共

和

國

間

の
約

定
関
係

を

承

け
て

、

メ

キ

シ

コ
、

中

米

共

和

國

間

の
約

定

は
減

立

し

て

ゐ

る
。

之

等

は
何

れ

も
右

の
①

の
型

に
属

す

る

。

叉

一
八

三

〇
年

代

に
は

、

ペ

ル

ー
、

ボ

リ

ヴ
ィ
ア
聞

、

ペ

ル

ー
、

エ
ク

ア

ド

ー

ル
間

の
約

定

を
承

け
て

、

ペ

ル

ー
、

ボ

リ
ヴ

ィ
ア

、
噛
エ
ク

ア

ド

ー

ル
間

の
多

邊

的

約

定

を
見

る

。

之

は

右

の
③

の
型

で

あ

る
。

叉

、

例

へ
ば

ヴ

ヱ

ネ

ズ

ヱ
ラ

の
結

ん
だ

制

度

的

仲

裁

裁

判

約

定
関
係

は
、

右

の
①

の
型

に
從

ひ
、

一
八

二

二
年

の

コ

ロ
ム
ビ

ア

、

ペ

ル

ー
闇

の
約

定

を
出
発
點
と
し
て

、

二
十

年

を
経

忙

一
八

四

二
年

に

は

じ

め

て
コ
ロ
ム
ビ
ア

と

締

約

し
、

之

隼
両
者

を
承

け

て

一
八
五

九
年

の

ヴ

ェ
ネ

ズ

エ
ラ
、

ペ

ル

ー
聞

の
約

定

を
成

立

せ

し

め

て

ゐ

る

。

右

の
二

つ

の
軍

純

な

型

式

の
第

一
の

も

の

は

複

雑

化

し

て

次

の
③

以

下

の
複
合

型

を

生

む

。

③
単
一

媒

介

複
合

型

1.AB

2.AC

3.AD

4.BCD

 

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

九
七
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之

は
①
の

型

の
簡

箪

な
変
形

で

、

1

ペ

ル

ー
、

チ

リ

ー
間

、

2

ペ

ル

ー

、

ボ

リ

ヴ
ィ

ア

闇

、

3

ペ

ル

ー
、

エ
ク

ア
ド

ー

ル
聞

4

チ

リ

ー
、

ボ

リ

ヴ
ィ
ア
、

エ
ク

ア

ド

ー

ル
悶

の
磯

展

、

之

で

あ

る

。

㈲

複

合

媒

介

型

1.AC1.AB

2.CD2.BE

＼/

＼/

3.DE

 

之

は

の

の

型

の

ー

と
2

ご
が

合

し

て

二
群

を

な

し
、

夫

々
の
群

内
部

に

於

け

る

内

部
終

結

を
経

す

し

て

成

立

し

九

型

で

あ

る

。

即

ち

Gり

の
型

に

よ

れ

ば

、

一
旦

>
U
・
〉
国
関
係

が

成

立

す

べ
き
筈

で

あ

り

、
然

る
後

に

A
を

媒

介

と
し

て

U
国
関
係

が

威

立

す

べ
き

で

あ

る
が

、

こ

玉
で

は
こ

の

A

の
媒

介

を

既

に
爾
群

の
共

通

項
と
し
て

省

略

し

、

一
墨

に
媒

介

不
参

加

型

を
成

立

せ

し

め
九

も

の

で

あ

る

。

換

.百
す

れ
ば

、

D

は
C

を
小

媒

介
と
し
て

A

に
聯

り
、

E

は
B

を

小

媒

介

ざ
し

て

同

じ
く

A

に
聯

り

蝕

で

E
、

B

の
媒

介

的

蓮

絡

は
與

へ
ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

か

ら

、

3

に
D

E
関
係

が

成

立

す

る

の
で

あ

る
。

之

は
ー

コ

ロ
ム

ビ

ア
、

チ

リ

ー
聞

、

2

チ

リ

ー

、

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
間

、

及

び

、

ー

コ

ロ
ム
ビ

ア
、

ペ

ル

ー
聞

、

2

ペ

ル

ー
、

ボ

リ

ヴ
ィ

ア
聞

の

蘭

係

を
前

提

と
す

る

ざ

こ

ろ

の

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
、

ボ

リ

ヴ
ィ

ア

問
約

定

へ
の
発
展

過

程

に
見

る
例

で

あ

る
。

前

記

②

の
軍

純

型

の
複

雑

な

型

式

は
實

例

と

し

て

は

存

在

し

な

い
。

功
絶
対

媒

介

型

こ

の
場

合

は
媒

介

が

締

約

當

事

國

九

る

べ

き
國

ε
相
対
的

に
存

す

る
他

の
國

家

で

は

な

く

し

て
、

そ

れ

(



に
対
し
超
越
的
存
在
を
有
し
て
、
そ
れ
筆
諸
國
を
結
合
に
齎
す
.歴
史
的
契
機
こ
な
つ
て
ゐ
る
場
合
で
あ
る
。
之
は
甲
國
が
A
、

B
、
C
、
D
、
等
の
諸
國

に
分
裂
し
九
場
合
で
、
こ
の
場
合

に
は
A
、
B
、
C
、
D
諸
國
は
そ
れ
ら
の
開
の
再
度
結
合
の
可
能

性
を
そ
の
過
去
に
於
け
る
甲
國
的
存
在
の
内
に
有
す
る
も
の
と
い
ふ
事
が
出
來
る
。
甲
國
は
勿
論
最
早
や
独
立

の

一
國
家
と
し

て
は
既
存
し
な
い
が
、
然
し
A
、
B
、
C
、
D
諸
國
の
存
在
の
基
底
に
無
組
織
的

一
盟
性
と
し
て
生
命
を
有

す
る
と
認
む
べ
き

で
あ
る
。
即
ち

甲
國
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
そ
の
統

一
的
組
織
を
あ
ら
し
め
た

一
艦
的
縁
を
前
提
と
す
べ
く
、
こ
の

一
盟
性
は

紅
織
が
失

せ
た
後

に
も
、
分
裂
の
契
…機
と
共
に
存
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
作
用
を
媒
介
と
し
て
A
、
B
、
C
、
D
諸
國
の
結
合

は
、
先
づ
二
邊
的
、
次
い
で
多
邊
的
関
係
と
し
て
発
展

し
、
最
後
に
時
期
到
れ
ば
再
び
組
織
的
単
一

政
治
盟

を
構
成
す
る
に
至

る
が
、
そ
の
場
合
残
存
す
る
.分
裂
の
契
機
の
作
用
如
何
で
は
再
び
最
初
よ
り
の
過
程
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
中
米
共
和
國
が
分
裂

し
て
成
立
し
た
グ
ア
テ

マ
ラ
、

コ
ス
タ
リ
カ
、
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ー
ル
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
五
ヶ
國
間
に
於
て
仲
裁
裁

判
約
定
関
係

の
磯
展
は
か
N
る
型
に
よ
つ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち

分
裂
後
先
づ
グ
ア
テ
マ
ラ
、
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ー
ル
聞
に

一
八

三
九
年
二
邊
的
約
定
が
締
結
せ
ら
れ
て
よ
り
、

一
八
七
二
年
迄
に
、
右
諸
國
闇
に

(
n
は
國
家

の
数
、
即
ち
五
)

即
ち

十
箇
の
理
想
数
に
近
い
八
箇
の
二
邊
的
約
定

(當
事
國
を
全
く
等
し
く
す
る
も
の
、
即
ち

重
複
分
は
當
然
除
く
)
が
締
結

せ
ら
れ
た
後
、

一
八
七
二
年
に
四
ヶ
國
閣
多
邊
的
約
定
が
結
ば
れ
、
次
い
で

一
八
七
六
年
五
ヶ
國
聞
聯
合
條
約
が
結
ば
れ
て
ゐ

る
。
し
か
し
之
も
や
が
て
分
裂
し
て
、
再
び
始
め
よ
り
の
過
程
を
繰
り
返
し
て
ゐ
る
。
右
の
場
合
聯
合

へ
向

は
し
め
る
因
子
を

我

々
は
假
り
に
絶
対
媒
介
の
概
念
を
以
て
表

は
し
忙
の
で
あ
る
。

第
十
丸
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

・

九
九



法

政

研

究

第
九
巻

第
二
號

一
〇
〇

二
、
外
部
展
開
型

之
は
相
封
媒
介
を
通

じ
て
次
々
に
新
し
い
當
事
國
に
関
係
が
及
ん
で
行
く
場
合
で
あ
つ
て
、
之
に
は
大
騰

三
箇
の
型
を
区
別
す
る
事
が
出
來
る
。

σD

移
動
媒
介
型

之
は
相
封
媒
介
が
次

々
に
移
動
す
る
場
合
で
、

1.AB

2.BC

3.CD

4.DE

 

の

型
式

を

以

て

表

は

す

事

が

出

來

る
。

こ

の
型

の
純

粋

な
型

は
必

す

し

も

無

い
が

、

例

へ
ば

ペ

ル
ー
、

コ

ロ

ム
ビ

ア

の
最

初

の

約

定

に
出
発

し

て
2
コ
ロ
ム
ビ
ア

、

メ

キ

シ

コ
聞

、

3

メ

キ

シ

コ
、

自

耳

義

間

(
次

に
白

耳

義

、

ペ

ル
ー
関
係

が
あ

る

が
、

之

を
略

し

て
考

へ
て
)

4
白

耳

義

、

ハ
ワ
イ

間

、

5

ハ
ワ
イ

、
瑞

西

間

に
進

ん
だ
関
係

は
之

に
鴎

せ
し

め
得

よ

う
。

Ⅲ
、

固

定

媒

介

型

之

は
媒

介

國

が

一
國

で

、

そ

れ

が
中

心

と

な

つ
て
次

々

に
新

し

い
國
家

に
及

ぶ
場

合

で

(

1.AB

2.AC

3.AD

 

の
法
式
を
以
て
表
は
す
こ
と
が
出
來
る
。
例

へ
ば
1
伊
太
利
、
ビ
ル
マ
、
2
伊
太
利
、
羅
馬
尼
、
3
伊
太
利
、
サ
ン
ト
ド
ミ
ン

ゴ
、
4
伊
太
利
、
和
蘭
、
5
伊
太
利
、
モ
ン
テ
ネ
グ
・
等
々
伊
太
利
を
椹
軸
と
す
る
関
係

の
主
要
部
分
は
こ

の
型
に
属
す
る
も

の
と
認
め
得
る
。

㎝

右
①
但

の
複
合
型
。
之
は
例

へ
ば
伊
太
利
を
中
心
と
し
た
約
定
関
係

の
中
に
英
國
が
は
じ
め
て
加
尺
し
た
後
、

一
方
伊



太
利
自
身

は
枳
変
ら
す
椹
軸
を
成
し
つ
玉
、
英
國
も
亦

一
の
椹
軸
を
な
し
て
、
仲
裁
裁
鵯
約
定
を
他

の
諸
國
に
傳
播
し
て
行
つ

た
事
實
に
相
慮
す
る
型
で
あ
る
。

而
し
て
多
邊
的
約
定
は
或
る
意
味
に
於
て
牧
約
的
で
あ
る
が
、
條
欺
形
式
の
場
合
は
當
該
條
約
口
的
の
爲
め
に
集
る
新
九
な
る
諸

國
に
殆
ん
ご
偶
然
的
に
多
邊
的
仲
裁
裁
判

條
欺
圃
係
が
及
ぶ
こ
と
あ
り
、
又
ワ
シ
ン
ト
ン
條
約
や

へ
ー
グ
條
約

の
如
き
條
約
形
式
の

場
合
で
も
、

ハ
イ
チ
叉
は
支
那
の
如
き
新
國
家
を
加

へ
、
新
忙
な
る
傳
播
の
機
會
こ
な
つ
て
ゐ
る
。
即
ち

外
部
展
開
性
を
有
し
て
ゐ

る
。
然
し
そ
れ
は
次
の
不
蓮
績
型
で
は
勿
論
な
く
、
既
に
仲
裁
裁
判
約
定
の
経
験
あ
る

一
國
叉
は
数
ヶ
國
が
條
欺
を
導
き
入
れ
、
條

約
を
成
立
せ
し
め
る
因
子
と
な
つ
て
ゐ
る
事
を
常
蓬
し
て
ゐ
る
。

第
日二
、
不
連
続

型

之
は
既
に
蓮

べ
た
ご
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
例

へ
ば

一
八
六
八
年
の
瑞
典
、
諜
威
ご
遅
羅
こ

の
聞
の
二
箇
の
約
定

の
如
く
、
何
れ
の
當
事
國
も
從
來
連
続

型
の
下
に
立
つ
國
家
ご
こ
の
種
の
約
定
関
係

を
結
ん
だ
事
の
無
い
場
合

で
あ
る
。
此
の
型
に

屡
す
る
場
合
は
こ
の

一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
場
合
で
も
、
そ
の
後
は
蓮
績
的
に
新
北
な
る
國
家
ε
の
関
係

を
生
じ
て

行
く
最
初
の

一
環
ざ

な
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

要
之
、
我

々
は
蝕
に
制
度
の
成
立
ε
発
展

ε
が
歴
史
に
於
て
は
常
に
個
的
存
在
を
媒
介
と
し
、
且

つ
少
く
も
原
則
と
し
て

そ
の
間

に
蓮
績
が
あ
る
ε
い
ふ
事
の
興
味
あ

る
實
…讃
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。

第

十
九
世
紀
國
H際
仲
裁
一裁
判

の
形
式
的
研
究

一
〇

一



法

政

研

究

第
九
巻

第

二
號

一
〇

二

第

四
節

結

論

以
上
第

二
節
、
第
三
節
を
通
じ
て
、
能

ふ
限
り
蒐
集
し
得
た
個
別
的
並
に
制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定
を
資
料
と
し
て
、
吾
々
の
所
謂

形
式
的
観
職
の
範
囲

内
に
於
け
る
種

々
の
分
析
的
研
究
を
行
ひ
、
之
に
吾
々
の
解
釈

を
與

へ
て
來
た
が
、
そ
の
解
釈

の
標
準
と
も
稻

す
べ
き
立
場
は
就
中

「
國
際
連
帯

及
び
之
が
組
織
化
」
と
い
ふ
.育
葉
に
要
言
す
る
事
の
出
來
る
も
の
で
あ
つ
た
。
而
し
て
個
別
的
仲

裁
裁
判
に
於
て
は
主
と
し
て
國
際
連
帯

の
現
實
に
注
目
し
、
制
度
的
仲
裁
裁
判
に
於
て
は
か
ゝ
る

連
帯
を
基
礎

と
す
る
團
體

組
織
化

の
イ
デ
ー
の
側
に
重
熱
を
置
い
た
。
然
る
に
國
際
連
帯
の
現
實
を
個
別
的
仲
裁
裁
判

の
総
観
が
澄
示
す
る
と
し
て
も
、
仲
裁
裁
判

事

件
そ
の
も
の
は
個
別
的
な
る
が
故
に
、
必
す
し
も
直
接
當
事
國
聞
に
吾
々
の
言
ふ
が
如
き
眞
の
團
罷
組
織
化
の
イ
ヂ
ー
を
含
む
も
の

で
は
な
く
、
却

つ
て
此
の
如
き
理
念
的
な
る
も
の
に
対
し

て
は
冷
淡
で
、
唯
與

へ
ら
れ
た
具
禮
的
紛
雫
に
つ
い
て
、
之
が
平
和
的
解

決
を
願
ふ
極
め
て
現
實
主
義
的
な
立
場
に
基
く
事
を
示
す
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
現
實
主
義
は
團
鷹
組
織

に
拘
束
さ

れ
る
事
を
避
け
る
立
場
で
あ
り
、

レ
ア
ル
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
の
現
れ
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
個
別
的
仲
裁
裁
判
と
制
度
的
仲
裁
裁

判
と
の
性
質
に
根
ざ
す
此
の
観
察
は
、
両
者

の
時
間
的
塞
間
的
磯
展
の
間
の
比
較
に
よ
り
、
當
該
國
際
連
帯

組
織
化
の
健
全
性
と
不

健
全
性
と
を
判
断
す
る
こ
と
を
必
要
且
つ
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
吾

々
は
次
に
簡
単

に
第
日二
節

の
研
究
ご
策
三
節

の

研
究
と
の
対
照
的
考
察
を
行
つ
て
、
以
て
結
論
に
代

へ
る
こ
と
に
し
度
い
。

そ
の
場
合
の
解
釈
原
理
と
し
て

は
次
の
事
が
言

へ
る
。

一
、
数
量
な
り
磯
展
の
朕
態
な
り
に
於
て
、
制
度
的
仲
裁
裁
判
ε
個
別
覇



仲
裁
裁
判
と
の
間
に
並
行
関
係

が
あ
る
場
合
、
現
實
ざ
理
想
と
の
並
行
関
係

あ
る
も
の
と
考

へ
得
、
從
つ
て
向
上
的
磯
展
に
於
て
平

行
し
て
ゐ
れ
ば
、
極
め
て
健
全
で
あ
る
ざ
言

へ
る
。
並
行
関
係

と
い
つ
て
も
、
数
量
が
大
騰
等
し
い
と
い
ふ
事
で
は
な
く
し
て
、
却

つ
て
性
質
上
、
制
度
的
な
る
も
の
」
方
が
少
い
事
こ
そ
健
全
で
、
両
者

集
数

に
近
い
と
す
れ
ば
、
観
念
的
に
傾

く
も
の
ε
認
む
べ
き

で
あ
る
。
二
、
然
し
制
度
的
な
る
も
の
㌧
方
が
比
較
的
過
度
の
数
量
又
は
縫
展
動
向
を
示
す
場
合
は
、
可
成
り
観
念
的
に
過
ぎ
、
蓮

動

の
感
傷
性
を
さ

へ
表
は
す
。
制
度
的
約
定
の
数
の
比
較
的
多
い
こ
と
は
、
同

一
當
事
國
間
に
約
定
の
反
覆
に
負

ふ
事
が
大
で
あ
る

が
、
反
覆
も
更
新
の
場
合
は
単
一
約
定
と
計
算
す
る
か
ら
こ
」
に
い
ふ
反
覆
で
は
な
い
。
從
つ
て
重
複
す
る
と
い
ふ
事
は
、
約
定
が

締
約
せ
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
効
力
を
発
生

し
な
か
つ
忙
か
、
叉
は
効
力
を
焚
生
し
て
も
更
新
せ
ら
れ
な
か
つ
忙
か
ら
で
、
永
績
的
制

度
と
し
て
の
健
全
性
に
合
せ
ぬ
仕
方
で
あ
る
。
部
ち
団
体

組
織
化
の
イ
デ
ー
自
體
が
重
厚
健
全
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
三
、
制
度
的

約
定
は
あ
り
な
が
ら
、
個
別
的
仲
裁
裁
判
を
殆
ん
ざ
叉
は
全
く
俘
は
蹟
場
合
は
、
當
該
制
度
的
仲
裁
裁
判
約
定
が
、
殆
ん
ご
紛
争

の

起
る
べ
く
も
な
い
國
家
間
、
即
ち

遠
隔

の
國
家
間
、
弱
國
や
中
立
國
家
等
の
間
に
結
ば
れ
忙
場
合
で
あ
つ
て
、
団
体

組
織
化
の
基
礎

と
し
て
の
結
合
縁
に
乏
し
い
わ
け
で
あ
り
、
組
織
化
の
現
實
的
基
礎
を
訣
く
観
念
的
現
象
と
し
て
、
そ
の
慣
値

低
い
も
の
と
い
は
ね

ば
な
ら
ね
。
四
、
制
度
的
約
定
な
き
か
、
叉
は
之
あ
る
も
、
そ
れ
に
比
し
て
個
別
的
仲
裁
裁
判
の
方
が
過
度
で
あ
る
場
合
、
こ
の
不

均
衡
は
正
に
前
述
の
レ
ア
ル
ボ
リ
テ
ィ
ク
を
表
明
し
、
是
ま
江
不
健
全
で
あ
る
。

以
上
の
観
点

よ
り
第
十
九
世
紀
を
前
述
第
二
節
ご
第
三
節

に
蓮
べ
仁
所
に
つ
い
て
大
観
す
る
に
、
先
づ
事
件
総
数
と
約
定
総
数
ε

の
比
較
に
於
て
は
、
両
者

殆
ん
ざ
匹
敵
し
、
前
世
紀
仲
裁
裁
判
の
磯
展
が
観
念
性
を
多
分
に
含

ん
で
ゐ
江
事
が
知
ら
れ
る
。
次
に
爾

第
十
九
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

一〇
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一
〇
四

者
の
発
展

過
程
に
於
て
は
、
個
別
的
な
る
も
の
が
先
行
し
て
ゐ
る
黙
斌
自
然
で
あ
り
、
且
つ
何
れ
も

一
八
五
〇
年
以
後
及
び

一
八
八

〇
年
以
後
夫

々
上
昇
過
程
の
軌
を

一
に
し

て
ゐ
る
事
も
興
味
あ
る
現
象
で
あ
ゐ
。

唯
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
酸
展
が

一
八
九
〇
年
代

(
正
確
に
は

一
八
九
五
年
以
降
)
急
の
落
下
を
見
せ
、
之
に
対
し
個
別
的
仲
裁
裁
判
の
側
に
は

一
八
九
五
年
以
後

一
暦
上
昇
的
磯
展

を
見
、
両
者

の
問
に
反
動
的
に
大
き
い
隔
り
を
生
じ
た
事

は
、
列
國
が
現
實
主
義
的
方
向
に
蹄
つ
忙
も
の
と
判
断
し
度
い
。

當
事
國
別
観
察
の
項
下
で
は
、
英
國
、
北
米
合
衆
國
、
佛
蘭
西
の
諸
國
の
地
位
の
異
常
な
る
変
化

が
最
も
目
立
つ
。
之
等
三
國
は

個
別
的
仲
裁
裁
判
に
於
て
は
第

一
位
よ
り
第
三
位
を
占
め
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
が
、
制
度
的
仲
裁
裁
判

の
側
に
於
て
は
英
國
は
第
十

二
位
、
合
衆
國
は
第
+
七
位
に
下
り
、
佛
蘭
西
の
如
き
は
第
二
十
六
位
で
、
英
國
は
そ
れ
で
も
相
當
の
重
要
性

は
有
し
た
が
、
比
較

的
に
見
れ
ば
、
全
罷
ご
し
て
受
働
的
で
あ
り
、
合
衆
國
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
事
は
ア

ン
グ

ロ
サ
ク
ソ

ン
國
家

の
現
實
主
義
的
性
格

を
示
す
も
の
と
言
ひ
得
る
。
観
念

的
性
格
の
張
い
と
思
は
れ
る
佛
蘭
西
が
、
實
は
國
際
関
係

に
於
て
は
却
つ
て
極
度
に
現
實
的
で
あ

る
こ
ご
が
知
ら
れ
る
こ
と
も
興
味
が
あ
る
。
之
に
対
し
伊
太
利
が
、
個
別
的
仲
裁
裁
判
の
範
囲

内
で
は
漸
く
第

十

一
位

に
あ
つ
た
も

の
が
、
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
側
で
は
實
に
第

一
位
を
占
め
て
、
前
敬
國
ご
樹
蹴
的
立
場
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
も
注
意
に
値
す
る
。
叉

白
耳
義
、
瑞
典
、
諾
威
、
瑞
西
、
丁
抹
、
羅
馬
尼
、
其
他
の
中
立
國
叉
は
弱
國
が
個
別
的
仲
裁
裁
判
の
側
に
於
て
低
位
に
あ
り
、
叉

は
全
然
地
位
を
有
た
す
し
て
、
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
側
に
相
當
の
重
要
性
を
有
し
て
ゐ
る
㍍
と
も
亦
、
そ
れ
ら
の
関
係

の
観
念
性
を

示
し
て
ゐ
る
。
之
等
の
も
の
に
対
し
、
中
、
南
米
諸
國
は
、
若
干
の
異
動
は
あ
る
が
、
大
騰
に
於
て
爾
分
野
に
於
て
均
衡
を
保

つ
て

ゐ
る
。
此
の
鮎
よ
り
も
亜
米
利
加
諸
國
は
他
の
諸
國
に
対
し
此
の
方
面
に
於
て
最
も
健
全
な
る
動
向
を
ご
つ
忙
ご
言
ひ
得
る
も
の
で



あ
る
。
他
の
諸
國
に
つ
い
て
は
讃
者
の
考
察
に
任
せ
、
次
に
大
陸
別
観
察
に
移
る
。

顯
著
な
も
の
曳
み
を
取
上
げ
て
見
れ
ば
、
米
大
陸
内
部
関
係

に
つ
い
て
は
、
敏
量
的
に
は
凡
そ
等
し
く
、
從

つ
て
幾
分
観
念
性
に

傾
き
、
磯
展
の
動
向
は
大
腿
並
行
し
て
ゐ
る
が
、
発
生

の
前
後
か
ら
言

へ
ば
、
個
別
的
仲
裁
裁
判
の
方
が
遽
れ
て
ゐ
て
、
從
つ
て
イ

デ
ー
の
方
が
先
行
し
て
ゐ
江
と
い

へ
る
。
敵
羅
巴
大
陸
諸
國
間
に
於
て
は
、
敏
量
的
に
は
前
者
同
様
の
対
比
関
係

が
あ
る
が
、
発
展

的
観
點

に
於
て
は
、
個
別
的
な
る
も
の
が
先
行
し
て
、
イ
デ
ー
の
方
は

一
八
七
〇
年
代
に
漸
く
起
り
、

一
八
八
〇
年
代
に
頓
に
増
加

し
て
、
そ
の
反
動
と
し
て

一
八
九
五
年
以
後
落
下
し
、
そ
の
間
個
別
的
仲
裁
裁
判
は
極
め
て
不
振
の
状
態

に
あ

る
。
か
く
し
て
敵
羅

巴
連
帯

並
び
に
そ
の
組
織
化
は
全
農
と
し
て
極
め
て
不
健
全
な
檬
相
を
呈
し
て
ゐ
た

ご
い
へ
る
。
次
に
英
米
関
係

は
如
何
に
と
い
ふ

に
、
個
別
的
仲
裁
裁
判
に
あ
つ
て
は
最
も
早
く
之
を
蛮
生

せ
し
め
、
且
つ
そ
の
後
も
相
當
重
要
な
る
展
開
を
之

に
與

へ
て
來
た
の
に対
し

、
制
度
的
仲
裁
裁
判
の
分
野
に
於
て
は
そ
の
発
生

は
前
者
に
遅
れ
る
事
殆
ん
ざ

一
世
紀
近
く
、
数
量
的
獲

展
も
微
々
た
る
も
の

が
あ
る
。
蓋
し
之
は
英
國
の
側
に
於
け
る
現
實
主
義
の
責
に
齢
す

べ
き
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
同
じ
事

は
英

・
職
圏
係
に
つ

い
て
も
言
ひ
得
る
黙
で
あ
る
。
亜
米
利
加
大
陸
と
隊
羅
巴
大
陸
と
の
関
係

は
多
少
の
異
動

は
あ
り
つ
玉
、
全
盟

こ
し
て
並
行
的
で
あ

る
。
右
の
他
の
諸
大
陸
の
内
部
及
び
封
外
関
係

に
つ
い
て
は
殆
ん
ご
問
題
に
す
べ
き
も
の
が
な
い
。

之
を
要
す
る
に
前
世
紀
全
盟
を
通
じ
て
國
際
仲
裁
裁
判
の
発
展

は
主
と
し
て
亜
米
利
加
大
陸
及
び
亜
米
利
加
ご
激
羅
巴
と
の
関
係

に
於
け
る
も
の
を
除
い
て
は
、
必
す
し
も
健
全
で
は
な
か
つ
江
。
或
は
思
想
が
先
走
つ
て
實
行
件

は
す
、
或

は
無
連
絡
の
實
行
は
あ

つ
て
も
、
そ
れ
を
堅
實
な
る
団
体

紅
織
化

へ
向
ふ
努
力
に
ま
で
高
め
る
事
を
し
な
か
つ
た
。
假
り
に
か
ゝ
る

努
力
が
あ
つ
た

に
し
て

第
十
九
世
紅
國
際
仲
裁
裁
判
の
形
式
的
研
究

一
G
五



法

政

研
嚇

{究

第
九
巻

第
「二
號

一
∩
)
山ハ

も
、

當

該

團

腿

形

式

を

近

き
縁

よ

り
遠

き

に
及

ぼ
す
眞

の
現

貰

性

を

無

視

し

て
、

直

ち

に
普

遍

化

し

て
、

抽

象

に

堕

し

て
了

つ

て

ゐ

る
。

か

く
し

て

一
面
発
展

的

要
素

ε
共

に
、

叉

、
弱
点

を

内

包

し

九
ま

㌧
第

廿

世

紀

を

迎

へ
る
事

と

な

つ

九

も

の
で

あ

る
。

(
昭
和

十
四
年

二
児
二
十

七
日
)


